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社団法人日本外洋帆走協会

一 ,

新樹薫る折から会員の皆様ますをすお元気に海に陸に何かとご多忙の毎日をお

過しのこと入存じます。

年間最大の八丈島レースも相当な悪コンディションのもとに行われ、なんらの

支障もなくフイニツシユし、また「香港～マニラレース」に参加した「MISS

SUNBIRD｣MINERVA皿も皆さんのご期待に添って、それぞれ好成績をあげて

無事帰投されましたので、改選新役員一同、大きな山を越したようなホッとした

ものを感じるとともに、帆走技術の目覚しい向上の賜ものと心から喜んでいる次

第であります。

当協会も、ニューヨークのスローカム協会の計画になる、昭和44年3月の

「太平洋単独横断レース」という、古今未曾有の大レースに協力するなど飛躍的

へ左事業の発展に鋭意努力を続けております。

会員各位におかれましても、梅雨、台風と不安定な海象の時期を控えて、ヨッ

ト便乗の希望者も急増することと思いますが、事故防止につきましてはくれぐれ

も細心の注意を払われ遺憾なきを期せられますようお願いいたします。

毎
氏
１
１

堅

毎
「
．
Ｉ
Ｌ



目 次

1 本部ベージ

1．太平洋単独横断レース協力決定の経緯の概要……………………………………1

2．矛2回八丈島レーース報告…‘‘･…………………………．．…････．．…･……………3

3．本部連絡事項……………………………………“･………………….｡…･……13

Ⅱ関東支部

1．総務委員会…･6.．…･･……･･･…………………………･……．．……．．…,………14

b)常任委員会…………･…“…”･………･･･…“…,………･･････…“…･………14

矛4回（4月）定例委員会”…･…･…．．……………････……“…”…･……14

矛5回（5月）定例委員会・…･･“･…･“…………･･･………………………14

矛6回（6月）定例委員会・…．．…………･….．…････｡………･………･“…15

(b)西伊豆三津浜ランデブ･一の無期延期………..．…“.…………….”“…..…..…15

(c)上半期レーース入賞艇表彰式….……….……….………“….…………………15

（
↓

2．安全委員会………・…･･………･……･…………………'………………………16

b)続出する「-マスト」折損……．．……･……………………………”………….16

(b)小網代灯柱撤去“･…………”､…………………･………･･……“･…………17

3．計測委員会……………………”…･……･･･………”･……“…….……･….．…17

記事なし

4．レーース委員会………………………….……“………･”………………………17

b)矛1回初島し･--ス報告…．.……･………･･･………．.…･………………………17

(b)"2回大島回航レース報告…”･…………･･･………･･･…………･”…………21

t)#18回大島レース報告………………………………………………………50

6）レース委員会レポート…“………･………………･”……．．…‘…･“…“…，…55

5．矛4回ホンコン～マニラレース報告……………･…･････…………………………36

6．「神州」盗難事件報告．.……･“…･…･…“………………………………………59

白

へ



へ

5

血

ご里

Ⅲ 内海支部ページ

1．ミネルバⅢ歓迎会報告…………･…｡,…………………………・…．,……39

2．1968年内海支部レーース要項……………………･･･……………………40

3．内海支部連絡事項…･…．｡…………………………………………･…．．…42

Ⅳ東海支部

1．「しきなみ」乗艦実習の記…………………………･”…………………43

2．レーース報告（伊勢湾レーース、熊野レーース）……“･………………………“・48

5．鬼崎ヨツトハーバ･--協議会創立5周年……･･･……………………………48

4．東海支部連絡事項･･･…………………･･…･……………..…････…………49

V京都支部

1．レーース報告（沖ノ島レース）……“･…………………･”…･“…･･･………50

2．京都支部連絡事項………”…･………………･”…･“…………………51

Ⅵ西内海支部

1．1968年奥村杯し -ｽ報告･･･……… ●●■

．……・・・………52

Ⅶ会員及 び 登 録 艇

1．会員及び登録艇の現状…､.．………･…･･……･･･…………･…“…………53

2．会員の異動………･…“…….．…･……………･“･･･………･･･…………54

旧）新入会員……･･･……………･“…………“･…………………………54

(b)住所変更…･”…･･･……“･………………………………………･…･･57

(c)会員間の異動…………･…･……．｡“………………”･…“……･“…･57

｡会員名簿記載洩れ…………･･･…………………………………………58

5．新登録艇の紹介…………｡．……･………．．････…．.…････…“…･･,｡……59



，本部捌徽く一一l
／〆

1．太平洋単独横断レース協力決定の経緯の概要

4月22日（月）1930より岡本氏の紹介によりアート、ライフアソシエーション(A.L.

A)社長神彰氏、同業務部長大川弘氏と日本船舶クラプロピーにて、NOROより大儀見、飯

島、高村各理事及び麻里事務局長が面談し、ニューヨーク所在の米国スローカム協会(THE

SIJOCUMSOcIETY)の企画に基き、来る1969年4月開催予定の太平洋単独横

断レース実施に当りフイニツシユ関係運営に協力願いたい旨の申し出があったので、A・西．

A社より提示された、同社とスローカム協会との書簡の訳文に基き意見並びに見解点について

質疑を交換す。NOROとしては、一応在京理事の集合を計り、その結果により態度を明確に

することを伝へて会合を終った。

4月24日（水）1830より日本船舶クラブ会議室にて、召集に応じ出席した役員、委員

（会長ほか計12名）の隔意のない意見によって4月28日来朝予定のスローカム協会事務局

長と大儀見専務理事が面接し、ヨットに対する国情の相違や、その他の諸問題について相互に

疑念が残らぬよう理解を得ることに努め、その結果によって協力することに一致したo

同時に今回下田において開催される八丈島レース及び前夜祭にスローカム協会事務局長とA

L･A社の関係者を招待するととも決定した。

5月1日（水）1230より下田黒船ホテルにてスローカム協会事務局長タウピン氏(Mr

JEANoTAUPIN)及びA、L･A社長神氏、同プロデューサー康芳夫氏とNORO大

儀見専務理事、渡辺修一理事が面談し、太平洋単独横断レース規則及び業務分担について忌憧

なき意見を交換し、スローカム協会及びNOROとしては、レースそのものの組織運営と、そ

れ以外のPRとか、スポンサー的のものとは明確に区分されるべきであるとして、レース規則

からは後者に関するものは除外し、それらはA.I｣・A社の分担ということで別個の文書とす

ることに意見の一致をみたので協議を終了し、一同八丈島レース前夜祭に出席し大いに交歓し

た。

5月2日（木）1200八丈島レースのスタートに際し、スローカム協会タウピン事務局長は

「ふじや主丸」に便乗しスタート情況をつぶさに視察した。

5月6日（月）1400日生劇場に於て、5月1日下田において打合せた太平洋単独横断レー
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ス規則の擁沢文(A.I｣、Aにて作成）を中心に記者会見を実施した。この出席者はスローカ

ム協会タウピン氏、A、L，A社長神氏、同顧問鹿島郁夫氏、堀江謙一氏、NORCの大儀見

飯島、高村の役員、各社記者約30名

5月7日（火）1830より定例常任委員会の議題として大儀見専務理事より経過説明、活溌

なる質疑が交された。

その主たる疑問点及び回答は

1．日本流に云って主催者はスローカム協会かA、L･A社か（スローカム協会である）

2．日本からの参加申し込みの窓口はNORCか直接スローカム協会がなるか(NoRcが窓

口とたり、資格審査もNORCがやる）

ろ．無線設備は強制か（無線設備はA、L･A社の手配するものとするが、スローカム協会、

NOROとしてはこだわらない）

4．レース規則は英文と邦文とでどちらが基本となるか

（もちろん英文が基本と思うが、邦文を基本とした場合に起った事態についてはNOROが

責任をとら怠ければならない場合もあり得る。従って正確な錬訳文のレース規則を作成する

必要があり、これについてはNOROの責任において作成する。

5.A．L･A社が投げ出す心配はないか

（それはないとはいえないがわからない。もしその時は参加者が自費でやることになり、賞

品左どは出なくなるかも知れないが、レースそのものの運営には支障がないだろう｡)

5月20日（月）スローカム協会タウピン事務局長より礼状を兼ねて次のことが知らされて来

たo

｢現在ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺの票ﾀ゙ ﾄー運営について､ｾﾝﾄ.ﾌﾗﾝｼもﾖﾂﾄｸﾗプとサ
ンフランシスコ、ヨツトクラプとのどちらかに決定することと、A･工｣．A社長より約束の手

紙が来るのを待っているので、着き次才詳細を通知する」

5月22日（水)A.I｣・A社神社長より「スローカム協会より電報にて、太平洋単独横断レ

ースの参加艇の資格を、マルテイハルは未だ安全性に疑問があるので、モノハルのみにしたい

がどうか、という問合せがあったがNOROとしての意見を聞きたい」旨の電話あり、飯島理

事の意見に主りNOROとしては異議なき旨をA、L･A社に回答した。

－2－



6月6日（水）スローカム協会より正式なるレース、ルール（申込用紙付）及びスローカム協

会紹介の印刷物が送付された。

z零回八丈島ﾚー ｽ報告
"1'1<.､1喚昨焔帆走委員長大儀見薫

矛二回八丈島レースはスタートを下田に替えたことによって、コースが面白くなり、レースと

しても充実したものになったが、コースの面白さに加えて、メイストームではないけれども、レ

ース海域を丁度低気圧が通過するなど厳しいレースとなった。

Iスタート前の下田での設営

レースがゴールデンウイークに行歳われ、かつ下田をとの時期に使用するのも初めてであり、

又将来のことも考えてレース前に現地に行き町長、海上保安部、漁業組合等関係者と会い協力

をお願いし、挨拶をしてきた。

下田での設営については黒船ホテルの御主人山本一夫さん、在京の息子さんでNORO会員
恥

でもある山本政喜さんならびに黒潮観緋ﾃﾙの宮川秀利さんに大変お世話になった｡ゴール

デンウイークの書き入れ時に本部の部屋、前夜祭の会場など確保して頂いただけでなく、地元

関係者との会談等にも御同行頂き大変親身に面倒を見てもらった。深く感謝したい。

下田の石井基町長は、選挙戦の最中にもかかわらず心良〈会って下さり、前夜祭について町

としてできるだけの協力をしたいと申幽=_2_｡色左の御援助にあずかった。

レース前に廻航してくる艇が当然あることを予想して、保安部を中心に泊地について打合せ

を行い、保安部の指示に基き、柿崎弁天と赤崎を結ぶ線の内側及びみさご島の東側なら良いと

いうことで帆走指示書の補足訂正事項としてレース艇に伝えた。

テンタ．－については呑三釣具店の主人と会って話しを決め、レース前に足舟を貸して頂ける

ことになり、借料はレース本部から一括して支払うことにした。

泊地については、みさご島東側に停泊した艇のところに地元の漁師が地引網をやるからと二

度にわたり移動を要求され、他にも動いてくれといわれた艇があった。

テンダーの手配はうまく行ったが、外人の艇で通り掛りのポートに依頼した為、自前で借料

を負担しなければならなかった。

－3－
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Ⅱ前夜祭

石井下田町長、古別府下田保安部長、土屋町会議長等御出席頂き盛会であった。名古屋から

オー回八丈島レース優勝の「CHITAI」の一同も参加し、丁度太平洋シングルハンドレー

スの打合せに来日していたスローカム協会のトーピン事務局長も出席した。

叉本部艇として佐島から森繁さんの廻航して下さった「ふじやま丸」の他に津野さんの「智美」

石塚さんの「OHAIKA」、金原さんの「LOTUS」等各艇のクルーも加わりにぎやかな

パーティとなった。われわれの方は少々 破目をはずし過ぎてしまったが、活気のある盛大な催

しとなった。

や
４

へ

Ⅲレース経過

スタートを下田にすれば参加艇数はかなり増えるものと思われたが、昨年度の参加艇で本年

度も加わったのは昨年は廻航途中で事故のため断念した「潮風Ⅲ」と「MIGRATOR」の

2艇だけとなり、「MISSSUNBIRD」、「M工NERVAm」が香港、マニラレー

スに出場のため参加できず、出場申込をした石原氏の「OONTESSAI」は参加取止めと

なり、結局、「MIGRATOR」「潮風Ⅲ」「飛車角I」「天城」「はや主る」

「SmAWITCH」の6艇と左る。

28～29日とゴールデンウイークの頭に行なわれた大島廻航レースは丁度低気圧2つをか

かえた前線が本州南岸にあり、悪天候をついてのレースとなったが、1日メーデーには本州が

すっぽり高気圧に覆われ絶好の行楽日よりとたってしまった。

スタート当日、この高気圧の中心は東海上に移動し、西には東支那海上と台湾北部にそれぞ

れ低気圧が発生し、これを結ぶ気圧の谷が東進している状況となった。

レース中にこの気圧の谷に遭遇することは確実となり、それが何時になり、又、どの位吹く

かが大きな問題となった。

5月2日正午スタート時は依然として絶好の行楽日よりであり、SE2～3Mの風であるo

低気圧の東進ベースが遅く、レース矛一日は終日南東の微風がつづき、夜半までに各レース艇

ともようやく神津島の線に達することができた。一番東寄りに「はや寮る」「潮風Ⅲ」が下田

のスタートから東から次ぐ風を求めてコースを取り先行し、「はやまる」は恩馳と神津の間を

通って行く。

’
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中央に「天城」「飛車角I」がコースを引き、一番下手の西寄りに「SEAWITcH」、

一艇のみ後れて「MIGRATOR」の形となる。「MIGRATOR」は上りの微風では全く

走らず、初めから大きく差をつけられてしをう。

矛2日、5月3日も依然として高気圧の尾つぼが残り、午前中は前日同様、SEの微風であ

る。しかし、東寄り、高気圧に近い所程風が弱わかったと思われ、「はやまる」「潮風Ⅲ」が

神津の南でナギに悩まされていた頃に西寄りの艇は風を掴んで先行する形になる。

閻灘波の西に到達した大体の時間と閻灘波からの距離を各艇の航跡図から割り出して見ると
別表のようになるが、西寄り、つ室り低気圧に近い艇程良く走ったことがはっきりしている。

5日の夕方から風雨は次汁に強くなり、午後9時には南方海上の低気圧は潮岬の南に達し、

日本海側のは弱まりながら南側低気圧に接近し、同流しそうな形になる。この時の中心気圧は

1002ミリバール。

各艇とも、2100頃から夜半過ぎ0100頃室でこの時化に見舞われた。風速は14～15

M位、激しい雨で視界は100M程もなく、各艇難航するoDFが唯一の頼りなのだが、八丈

の航空無線局の方は各艇とも捕捉できず、海上無線局の方も「はやまる」等は遂に捉えること

ができなかったが、これは光電社発行のDF用配置図に頼った為にこれに誤って記るされてい

る周波数で探したからである。正しい周波数は319KO、誤って記入されているのは390

KOである。昨年「さがみ」が同じ苦労をした点だが、〃うっかりした〃では済玄されない問

題だ。

ナピゲーシヨンで苦労したこともあって「天城」以外の各艇は縮帆して流すか、ヒープツー

するかした。この時化の中の帆走状況でレースの勝負は決在り、「天城」はトップで八丈を廻

航する。廻航時間は4日の朝爵05時40分、二番手の「飛車角Ⅱ」を2時間近く離している。

「潮風Ⅲ」は一番東寄りにコースを引き、八丈と八丈小島の間をねらったのだが、時化の間

ヒープツーなどしている内に潮に流され八丈島の東側に持って行かれ、4日の朝、廻航して帰

‘る「飛車角Ⅱ」を発見し、タイムリミット迄に廻航して完走する自信がなく、時化を乗り切

り且つ八丈の北端から1浬足らずの所に達しながらここで棄権する。

3日目、5月4日は早朝迄には低気圧も前線も八丈付近を通過してし在ったようであり、終

日南西の風が10M前後次き、行きのスローベースと変って、八丈からフイニツシユ迄は各艇

－5－
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とも快調に走らせた。

「MIGRATOR」は微風での上りで八丈に取着くまでに決定的に後れてしまい、時化の

時も未だ葡灘波の南10浬程度の所に在って、1000ミリバールを記録し、先行した艇より

は操左れたらしい。廻航はトップの「天城」より14時間以上後れ、遂にタイムリミットにわ

づかに間に問わず、5日の18時15分46秒にゴールした。

結局、2日、3日の微風の上りで「天城」と「飛車角Ⅱ」が稼ぎ、5日夜の時化の帆走で

「天城」が優勝を決定的にし、「はやまる」は2日、3日の東寄りコースの遅れを回復できず

結局3位に終った。「MIGRATOR」が後れたのはあの風では止むを得ず、「潮風Ⅲ」は

黒潮の影響を過少評価してか、東にコースを取り過ぎて廻航できず、「SEAWITOH」は

最'1艇ながら健斗し、八丈からの帰りの所要時間は「飛車角I」と同じで、良く頑張った。

黒潮は中心が八丈の少し南を大きく北に湾曲しながら北東に流れていたのだが、八丈付近で

も潮はかなり強く、「潮風Ⅲ」がこれにやられた他、「はやまる」もるノット以上の流れを記

録している。

荒天帆走のレースとしては三年前の大島レースとともに特筆すべきレースとなったが、全艇

との時ｲ陸乗り切り、全くトラブルがなかったことは今後のために大きな実績を残したことに

なる。

なお、レース期間中の八丈、三宅、大島の各測候所の風速、風向のデーターは別表の通り。

この間の八丈測候所での瞬間最大風速は3日の25時54分、SSW、23．7Mであり、平均

最大風速は同じく3日の20時50分、E、11.5Mだった。東京管区気象台の話しでは測候

所が島の中央にあるため、海上ではこれより若干強い風だったろうとのことである。

Ⅳ城ケ島レース運営本部日誌

1．5月5日正午頃、横須賀保安部岡田氏よりSOS遭難発信符号につきレース本部宛問い合

せあり。

2．1500頃、〃利根〃三崎廻航レース本部を灯台博物館へおく。

3．2015，三管本部より、遭難発信符号につき問い合せあり。明朝、NORO本部より調

査の上、報告することとする。

帆走指示書、15、B)の「NOCR登録番号がコール信号となる」と示してあったのは間

－6－



違いであった。

尚「しきね!よりの連絡では、夕刻迄、八丈、三宅間にレース艇を見ず、八丈の風速13m/臼。

4．2230，三管本部より連絡、2125，八丈測候所より風雨波浪注意報発令低気圧は発

達したがら八丈島附近を通過する見込、東後南の風と左るo雨量50～70”の見込・

5．5月4日0500頃雨は止む。

6．0725，三管本部より電話あり、棄権等の報告はないかとの問い合せあり、尚昨夜八丈

では20辺/白位次いたとのことであった。

7．保安庁より1212、飛行機によりレース艇確認但しセールナンバー558（マイグレー

タ･一）を除く全艇、八丈島の南150o5M～北10｡15Mの間に北上中を確認との事。

8．以上の報告と現在の風向、風速により一番早い艇でも、フイニツシユは6月5日0300

以後と推定。

9．5月5日、0300頃ヨットらしき緑灯発見、発光信号により「天城」であることを確認

10．0411天城フイニツシユ、後続2灯発見

11．0624、飛車角Iフイニツシユ

12．0728、はやまるフイニツシユ

13．1054、SeaWitchフイニヅシユ

以后しばしばヨットを見るも、すべてレース艇以外。

14．尚「潮風Ⅲ」はレース旗を下し、機走で帰着。

八丈島手前で棄権したとの報告あり。

15．タイムリミット（1800）近くなるも「マイグレーター」を見ず、横須賀米海軍将校

クラブより問い合せの電話あり、日没前に一応厚木基地より、飛行機を出す手配をしたと

の連絡あり｡

16．タイムリミット直前マイグレーター発見、直ちに米海軍将校クラブへ連絡する。

1815、フイニツシユ、残念乍らタイムリミット后であった。

17．保安庁、その他各艇へ連絡後レース本部を撤収。

－7－

へ

~、

卜

､

』

す



別表 レース途中経過の分析

I Ⅱ Ⅲ

；豐隣波270‘下田-鋼灘職雑読曙,間鍵波-石石精一TOFの線に到達のF工N工SHFINISH
時間波所要時間づれも西）達の時間積所要時間所要時間

、

MIGRATOR.8073日18時00分30時00分6.0浬？ 5．18．13

5．18．13

一

潮風Ⅲ、7815．14．5026．501．7 一

一

飛車角Ⅱ、7625．10．2022．2015．54．07．3021．105．06．2422．54

天城、7533．11．3025．3011．54．05．4018．105．04．11 22．31

はやまる、7513°12．2024．209．54．09．1020．50 5．07．28 22．18

SEAWITOH，7393｡12．2024.2018.54．12.0023.40 5．10．54 22．54

(注）矛I段階東寄りの艇程遅れる

渉Ⅱ段階時化の帆走、「天城」が抜群

汁Ⅲ段階「はやまる」詰めるが及ばず｡rSmAWlTOH」健斗

『

~＆
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別表：各測候所の風速、風向 旦
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V問題点等

1．海上保安部には毎度のことながら大変世話になった。巡視艇も「げんかい」「しきね」が

レース海域に出動し、4日には飛行機で各艇の確認をして頂いた。

2．下田のスタートは大変レースを充実させ、今後ともこのコースでやった方が良いだろう。

但し下田停泊については更に手を打つ必要がある。

5．荒天時のDF、デツト・レコによるナピゲーシヨンは更に研究する必要がある。

4.sOS自動発信器のコールサインについて、帆走委員会ではっきり掌握せず、混乱を招き、

城ケ島フイニヅシユ担当委員その他に迷惑を掛けたのは失敗だった。必ずコールサインを各

艇が届出る方式を採用しなければならない。

5．帆走委員長は今回のように乗艇せず、陸上に残ってレース運営態勢をすっきりさせた方が

良いだろう。

6.｢M工GRATOR」には特別に「敢斗賞」を出すことにしたが、タイムリミットを更に

へ

延ばすか、「日没まで」などとする方法を考えた方が良いだろう。

ｔ

へ

｡
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収 入

I

凸

一

支 出

【

,へ

第2回八丈島レース会計報告

参加申込料5隻

遅延申込料2隻一

参加料（会員）35名

〃（一般）4名

歓送会徴収会費72名

祝儀代（柿崎区長）

合 計

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

矛1回艇長会議借室料

通船借料（呑三釣具店）、

印刷費（帆走指示書、表紙印刷共）

特設電話及び電話料（保証金込）

参加記念品代

謝礼品代

歓送会経費

懇親会経費

雑費

合計

差引不足額

－12－

10，000

8，000

33，000

12，000

36，000

1，000

100，000

41，811

2，700

5，000

2，580

15，095

3，500

6，900

33，000

46，641

2，300

159，527

59，527



(本部）

/if'私’く
る．本部連絡事項

い）本部事務局員職名変更

いま室で本部事務局責任者の職名を主事という名称にしていましたが5月’日より事務局長

に変更いたしました。

(b)ヨット泊地案内、会員名簿の配布

NOROニュースNq15.16をもちましてお知らせ済ですが、連絡等不充分にて未配布の方

がありましたらご面倒でも本部迄お申出願いさす。

(c)年会費の納入

本年度（43年）年会費未払の方々は至急お払込み願い室す。金額は下記のとおりです。

納金先

へ

現金～NORO本部

住友銀行虎の門支店
振込～｛）普通口座

日本勧業銀行京橋支店

口座名～日本外洋帆走協会

関 東 内海 京東海 都 西内海

ｲ

特別 6，500

3，500

1，500

０
０

０
０

０
０

５
１

７ 6，000

3，000

1，000

6，000

3，000

1，000

3，500

1，500普通

候補生
（登録料）

＝、

（註）関東支部は「油壺記念碑積立金」茎500加算額計上

但）ヨット盗難

別記関東支部より報告がありました主うに、最近ヨットの設備、備品のみならずヨットその

ものの盗難さへ発生する世相に童って参りました。会員の皆様も管理について十分のご注意を

お願いします。

(e)無線従事者養成講習会開催について

神奈川県ヨット無線協会では来る8月上旬に下記により無線従事者養成講習会を開催する予

一15－
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へ

一

定であり追って詳細はオーナー各位に通知されると思います。

場所三浦市城ケ島養老子県沿岸漁民研修所

資格特殊無線技士（甲）無線電話

費 用1500円～2500円

宿泊無料宿泊（食事別）ができる。

Ⅱ 関 東 支 部
一

↑・総務委員会一フ鰍';kaく
い）常任委員会

矛4回（4月定例）昭和45．4．2（火）18：30出席者17名

議題

（1）高村（信）常務理事就任挨拶

@）1968年版計測規則の刊行について（渡辺委員長説明）

も）矛2回大島回航レース（4／28～29）の開催について

（4）矛2回八丈島レース（5／2～5）の開催について

（5）その他

矛5回（5月定例）昭和43．5．7（火）18：50出席者23名

議題

（1）レース経過報告

a)矛1回初島レースb)矛2回大島回航レースc)矛2回八丈島レース

仁）矛18回大島レース（5／25～26）の開催について

（3）太平洋単独横断レースの協力依頼について

(4)その他

a)香港～マニラレース終了について

b)西伊豆三津浜ランデブーの進展状況について

c)横浜ヨットハーバーの進展状況について

d)その他

－14－



矛6回（6月定例）昭和43．6.4（火）18：30出席者26名

議題題

（1）矛18回大島レース（5／25～26）の経過報告

也）才2回初島レース（6／29～30）の開催について

（3）その他

a)油壺記念碑積立金の使用方法について

b)その他

(可西伊豆三津浜ﾗﾝデー 無期延期i郷丈3く
前号のNORCニュース(41頁参照）にてお知らせいたしました三津浜ランデブーは伊豆

箱根鉄道㈱より天然水族館の防波工事の都合により無期延期されたき旨申し出でがありました

が、已むを得ざるものと思われますので、無期延期することといたしましたのでお知らせしま

÷

,o

(c)NOR･ｶーﾆパﾙ(仮称)の開催｛縛噸く
例年実施される上半期入賞艇表彰式を兼ねて、今年は、新たにオープンした小網代シーポニ

ァヨツトクラプに於て、本部の協力を得て、NORCカーニバル（仮称）と銘うって、下記に

主b盛大に開催いたし交すので、ご家族ご同伴全挺ご参加願います。

期日8月3日（土）夜前夜祭

キャンプファイアー

花 火大会その他

8月4日（日）0900集合

0930諸競技その他

（たNいま研究中）

1200表彰式

式後海上パレード（各艇参加）

そのま型開散

なお名案がありましたら名和委員、落合委員までお知らせ下さい。

－15－
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2安全委員会可if'溌趨〈
I

い）続出する「マスト」折損

最近のトラブルには「だぼはぜⅡ世」と「チルデ」があるが、オーナー筋から聴いた所では

次のような経緯であった。

(A)「だぼはぜⅡ世」の場合

前回にスプレヅダーを折損して、その瞬間にマストが聾曲した。その直後、スブレツダー

を修理しマストの異状の有無も点検して再就航した。ところが今回の折損は、前回の轡曲と

同じ場所が同じ方向に折れ、而もリギン健在のま図で突然の折損を起こした。おそらくこれ

は、前回の轡曲の時に引張り側（脅曲の外側）は健在だったとしても、圧縮側（脅曲の内側）

に微細なシヮが出来、そのシワ部分のセンイが腰折れの状態になっていたのではないかと推

測される。今後、このようなケースの時は圧縮側の微細なシワに注意されたい。

〃だぽはぜⅡ〃マスト折損視認報告書

矛2回大島回航レースに於ける〃だぼはぜⅡ〃マスト折損後の安全確認状況は、昭和43

年4月29日大島千波崎沖約1.5浬東南東の風、風力5～6

06．15頃大島南岸差木地に向けへツデング約60oにて、クローズホールト・で接近中

右舷斜め後方(sw)約0.8～1浬にマストを折損し漂流中と思われる〃だぽはぜI〃を

発見たrちに反転現場に向う。約10分前後にて現場に到着、周囲を一転しながら状況を

聞く。艇体、乗員に損傷なく、エンヂンにて自力航行可能にて、どこにも寄港せず艇内の

整理が終り次矛直接油壺に帰港するむね土肥艇長より報告を受ける。

このむね本部に連絡を依頼され、これを諒承たrちにレースコースに復帰した。

以上報告致します。

昭和43年5月9日

（社）日本外洋帆走協会

レース委員会御中

－16－
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⑧「チルデ」の場合

マスト折損を2回続けて起こし、2回目の時にはじめて原設計者に問題が持ち込まれたo

との艇の原設計はヂヤンパーストラット・リグだったが、建造頭初にマストヘツト．・リグに

変更されたのであるが、此の変更は造船所の手落ちで原設計者が検討するのを省略され、復

原力などの重要要素を加味することが省略されていたのが原因と思われる。

最近のレースの激化は、点検技術、設計技術、製造技術などの進歩をもたらしたのである

が、次才に、ギリギリの重量軽減が計られつつあるので、オーナー諸氏にはますさす技術的

な専門知識を要することとなろう。

(d小網代崎灯柱の撤去〃J鯏噛3､
油壺マリンパークの開設に伴いましてその地域内に設置してありました小網代崎灯柱は去る

4月23日に撤去いたし、この旨矛三管区海上保安本部水路部長殿宛に文書提出いたしました。

蚤計測委員会M'？人､‘
記事なし

4ﾚーｽ委員会勢jzf＃畑（
一7

い）1968年矛1回初島レース（4．6～7）

レース帆走委員長金原良一

A)レース報告

1）スタート4／622：00Ⅳクラス以下

22：30Ⅲクラス以上

2）コース小網代→初島→大磯ブイ→小網代

（約52マイル）

3）出走艇15隻（参加人員69名）

4）天候スタート時（晴)NB5～6M

7日（晴）

5）レース経過

前日来の雨も止みスタート当日は絶好のレース日好りとなり全レース艇無事にスター

トしました。スタート時はN遇の風5～6Mで飯島艇長のSAIJMONⅡはスタートす

須巳

1

二
－
一

毎竪

－17－
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るやいなやスピンを揚げる張り切りようでこの調子でいくと各艇とも白熱したレース展

開が予想されましたOこの風は真夜中一時無くなりはしましたが明け方まで次き続け明

け方天城を先頭にシレナ、シャークX、飛車角Iの順で初島をまわり各艇はそれぞれ視

界の中にあった様子ですoしかし各艇が初島をまわって北側に来た頃に風が無くなりは

じめその上1ノット近い北流の為大磯のﾌ｡イに行くには困難となり昼近くにはリタイア

する艇が続出しました。昼過ぎにはSEの風が次き初め三時頃にはS～SSEの風が次

き続けたo大磯のブイを廻つたのは飛車角H、天城、はやまる、シレナの順であった。

Ⅲクラスの艇は1時過ぎに大磯のブイを廻つたのにⅣクラスのシレナは3時を過ぎてし

まった。コミテイポートロータスではタイムリミットの6時を気にしながら夕闇せまる

相模湾にファーストホーム艇の影を求めて望遠鏡を走らせた。4時過ぎにファースト

ホーム艇飛車角Iがフイニイシユ統いて天城が入りはやまると続いた。ロータスでは

最後まで頑張っていると思われるシレナを6時まで待った。しかしシレナはフイニイシ

ユラインまで6マイルの地点で6時を迎えⅣクラスの完走はとうとう果されなかった。

レース本部はタイムリミットの6時過ぎから丸八旅館に陣どって主だ消息のない艇の連

絡を待った。エンヂンの調子のよくないJUNEBRID皿の件が一番心配されたが

7時20分過ぎ土井艇長の桜工に曳航されて無事帰ってきました。桜工の諸君には感謝

しますo8時過ぎ八丈が入港し全艇無事な事を海上保安庁に報告して今年度汁一回初島

レースを無事に終了しました。

レース中艇長会議でオリンパスⅢとロータスで無線を使う了承を得てあるので二時間毎

に連絡をとりレースの進行状態を把握することが出来ました。去年の八丈島レースの時

の大儀見レース委員長がレース艇の把握について無線の連絡をとるなどの方法を具体的

に考える必要があると述べられていますが今回たまたまオリンパスⅢとロータスでうま

くいきましたが小笠原復帰の際開催されるであろう小笠原レースなど各艇の安全の為に

も無線について一考の余地があろうかと思います。

今回のレースで一番懸念された大磯のブイの廻航の件は視界がよかったせいもあります

が各艇のベアリングの技術を競う意味においても成功であったと思います。

今年矛1回のレースとしては参加艇が少なく今後のレースにおいて多数の参加を希望し

－18－
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1968年第1回初島レース成績

1潮風Ⅲ

Ⅲ稲 龍

CONTEssAH

飛車角Ⅱ

SAIJMONI

天城

はやまる

さがみⅡ

TILDE

Ⅳ八丈

OYGNUS

潮

もさⅢ

SIRENA

SHARKX

明日香

01｣YMPusm

桜工

V 朝 風

JUNEBR I D E

ファーストホーム

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
①
Ｎ
②
③
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

凸

17：50：12 13:20:15

17：46：49

18：15：50

13：23：19

13：42：58

鼻、

『

へ

飛車角Ⅱ

飛車角Ⅱ

天城

はやまる

総合1位

2位

3位

－1ツー



クラス別Ⅲ1位飛車角Ⅱ

2位天城

〃Ⅳ完走艇なし

1968年第1回初島レース会計報告

レース帆走委員長金原良一

『

収入の部

参加申込料20隻

参加料（会員）46名

〃（一般）8名

40，000

46，000

24，000

F‐

計 110，000

支出の部

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費） 27，870

矛1回艇長会議借室料

通船借料

印刷費（帆走指示書、出艇表等）

特設電話及び通話料（概略）

備品（回転灯フラッシュ、ライフラフト積層乾電池）

消耗品費（文具、乾電池等）

雑費

2，700

3，000

1，500

5，000

4，500

1，480

1，920

Ｐ

.一

計 47，970

差 引 残 額 62，030
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(｡矛2回大島回航レース報告書

大島回航レースは大島反時計室わり68浬のレースで昨年の矛’回にひきつづき、今年の矛

2回は4月28日10：00スタートでおこなわれたo

〔気象状況〕

4月28日：北海道東方海上および四国南海上に低気圧が停滞し、これを結ぶ前線が本州南岸

沿いにあり、相模湾方面は曇時を雨で、霧が発生し視界か悪かった。

4月29日：低気圧が次渉に東進したため、相模湾方面では早朝はげしい風雨に伴なって前線

が通過した。前線通過後は雨があがり視界良好となった。

〔レース状況その他〕

4月28：08：50小網代湾口指定の位置のマークポートを設定雨N2m/Sec

出走艇は申込14艇中4艇が辞退したため10艇であった。

10：00降りやまぬ雨の中を各艇静かなスタート10分後霧中に見えなくた魂

10：30海上保安部にスタートの連絡

11：00オリンパスの落合艇長から無線連絡矛1信

「N3m波高0コース210。視界約1M前方より、はや主る

飛車角1,ざがみⅡ、シレナ、サンゴ、オリンパスⅢ、アオレレIの

順」

以後1～2時間毎に連絡があり帆走委員会としてレース概況を把握す

る上で非常に役立った。しかしオリンパスⅢからの連絡も無線機の故

障で22：00以降途だえたo

l8：00フイニツシユライン設定完了

20：00オリンパスⅢからの連絡矛10信

「風早崎NWIMまさに大島にさしかからんとしている。風なく潮の

流れに操船困難他艇の行動は不明」

22：30アオレレⅡの神服艇長よbTEL｢19:15風早崎N10Mで、無

風のため棄権、油壺に帰港、なお前方にはサンゴ、オリンパスⅢ、サ

ルモンⅡ、ダポハゼIがレース中であった」微風中で潮と戦いつつあ

－21－
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4月29日

る各艇の苦労が察せられた。レース後の航跡図によると、風早崎を大

きく(10M)迂回したグループ（飛車角Ⅱはやまる）と小さく

(5M以内）回ったグループ（その他の艇）に分れており結果として

は前者のグループが大きく遅れることとなり、肯註崎S通過順位では

①さがみI(05:20)②サルモンⅡ(05:25)③シレナ

（05：55）④明日香（06：05）⑤サンゴ（06：30）

④オリンパスⅢ（06：50）のはやさる（07：18）⑧飛車

角I(08:00)であった。

04：00前後に大島を前線が通過したため各艇共SW10～15ml/Bec

の風に出合っている。この風のためだぼはぜHは千波崎附近でマスト

折損をおこし、後から来たオリンパスmに救助連絡を依頼した。オリ

ンパスⅢは大島東岸にて警戒中の巡視船げんかいに通報した。

11：15げんかいからの報告は次の通り（保安部より）

「10：20大島元町防波提灯台より194o2.4Mにおいてマスト

折損漂流中のだぼはぜⅡ（618）と会合。同艇の要請により波浮港

外に曳航する。12：30着予定。なお、オリンパスⅢより救助要請

のあった明日香はだぼはぜⅡの通報の誤りであった」

13：10だぼはぜⅡ土肥艇長より波浮に入港した旨連絡あり、マストをたてな

おし、自力帆走で帰港予定とのことであった。

13：25コミテイーポートよりレース艇発見の報、レース本部はがぜん活気づ

く。

13：32E1m/Secの風を間切ってフイニツシユ、ファーストホーム艇はサ

ルモンⅡであった。

18：00更に14分後にサガミIが、上h後にシレナがフイニツシユしたが以

後5h後続艇なく、18:00のタイムリミット直前にオリンパスⅢ

サン式はやまるが入り合計6艇がフイニツシユした。結局シレナが総

合1位となり、2位きがみ1，3位サルモンⅡの順となった。

－22－



18：30明日香、飛車角Ⅱは棄権の連絡があり、全艇確認を終り、レース本部

20：50

より横須賀海上保安部にレース完了の旨報告し、謝意を表した。

レース本部解散

－25－

1968年5月7日

レース委員長大谷正彦

委 員西村真

鈴木知二

柳橋達夫

中馬勇

藤井邦夫
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第2回大島回航レース 会 計 報 告

レース帆走委員長大谷正彦

4

収 入

参加申込料

参加遅延申込料

参加料（会員）

参加料（一般）

隻
隻
名
名

ろ
１
２
４

１

４

26，000

4，000

42，000

12，000

84，000

へ

合
二十

両I

支 出

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室料

電話料（特設料、度数料）

神奈川ヨット無線夜間使用料

印刷費（帆走指示書、出艇表）

謝礼品代

消耗品（電池、用紙、その他）

雑費

ろろ,220

2，700

5，000

4，800

1，500

5，650

5，000

1，000 ､

へ

合 =＋
ロI 56，870

差引残 27，130

－25－



匁巳

鼻
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帝』篤‐_か1夫当豊匡奇ﾃｭ計

43年大島回航レースにおける

，だぼはぜⅡ〃マスト折損によるリタイヤーの報告

NORONU618〃だぼはぜⅡ〃

乗組員6名

艇長土肥丈志31オ市川市平田 町2－6－2

オーナー土舜三郎56オ江戸川区小岩町5－413

スキヅノ廷村瀬哲夫29オ

クルー(1)川島克彦23オ

ク（2）伊藤義信24オ

ク（3）山本ゆみ子24オ

43年4月28日午前10時小網代をスタート、．言ス2100にて大島風早崎を目指し、NW

2m/Secの風に乗りスピンを展開南下をし、途中弱い前線の通過による雨と無風、風の振れに悩ま

されて同夜23時頃には、風早崎燈台を降雨の切れ間に確認できる位置約風早崎北東5海里の地点に

達しました。この頃より南東の風6～7m/secのコンスタント左状態になったのでスピンを下し、

Na2レギユラージプのポートタツク、リーチングにて乳ケ崎北端を目指して4～5ノットの速力で走

っていました。途中豪雨の為視界が著しく頚こしたので潮流により大島方向へ流される危険を考慮し

てコースを幾分西におこし5Kt位にて29日午前1時頃より大島北西端を廻航しました◎との頃

風は幾分東に振れ幾分風力も増した様子でブロ-8m/Sec位に左っていた様子です。との玄まのタ

ックにて、明方4時頃まで帆走し、4時00分へルムスマンを交代、DFにての推定位置（風早崎及

び剣崎よりの電波により）は大島波浮港北西約7～8海里の地点にあった様です。大島を東に離し過

ぎた様でしたので、又風も大分東に振れていたのでタツキングをしてコース1200にて大島に艇首

を向けました。4時40分頃前方半海里の地点をシレーナ号らしき挺体が龍王崎に向いその後方にヨ

ールらしき（スターポードサイド3時の方向であったのでスループ若しくはヨールかが判明しません

でしたが）レース艇を認めております。又後方、半海里の地点にJ.O．Gらしきレース艇がポート

タツクにて、帆走しているのが確認できました。天候は時折り10m/Sec前後の南東のブローがあ
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り、雨はありましたがそれほど強くはなく、視界も夜明けと共にさほど悪い状態ではなかったと思い

ます◎5時10分突然パアンと云う音と共にポートサイト・にマストが折損して倒れ、上部3分の一

位の箇所より水中に没してしまいました。この時大島、三原山が一瞬見えておりましたがすぐ、雨が強

くなり再び視界より消えてし左いました。後から推定して、80度の方位であったと思います。ただ

ちにオールハンズオンデヅキを命じ、オーナーがテイラーを持ちエンヂンを始動し雀したoとの時折

損したマストに着いているハリヤート’類がキールをひとまわりしている為ぺうを始動することが出来

ずそのままニュートラルにて風下200～50･位の方向に流されつつ、早急にリギンハリヤー卜ﾞ

類の拾い上げに全力を傾けましたoローリングが激しい為スターンより50meterのアンカーロー

プを流し、マストの拾い上げを計り玄したが足場が悪く、マストがスブレターー下部より折損している

為水中に浸った部分が大きく水圧にて、激しい困難を感じ叉、真風下ではありませんでしたが潮流

にて大島に寄せられている様子でしたのでクルーに命じ、丁度、艇より北西一海里位の地点を風早崎

方向に航行する漁船に曳航を依頼すべ<、プレーヤー及びフオグホーンにて連絡を取らせ在した。然

し漁船は当艇に気付かずそのまま北東に走り去り申し訳ない事にレース艇オリンパス号がこれに気が

付き、コースを変更し接近して呉れました。この時の時間は5時30分頃と思われます。オリンパス

艇長より曳航を親切に申込玄れさしたが、不要の旨連絡し、若し無電連絡が出来れば、近くにいる漁

船に曳航を依頼して呉れる様話し、自力にて航行する旨伝えました。この頃一方ターンパツクルの取

り外しが終了し、ロープ類のみだけの拾い上げが出来ましたのでクラッチを前進に入れることができ

ました。走り去るオリンパスにお礼を云って、コース10oにて乳ケ崎にコースを向けろ～4Ktに

て機走を開始しました。この頃大島はスダーポートサイト･に5海里位の箇所に見えておりました。雨

も幾分小降りになり、マストの拾い上げも努力の甲斐あって完了したのは6時50分頃になっていた

と思われ玄す。この頃前方兇海里位のコースを〃はやまる〃がポートタツクにて横切って行きました。

これより’0分程後同艇は当艇のマスト折損に気付きコースを戻し接近して呉れました。武市氏より

自力航行が可能なりやとの問いが発せられましたが、既に機走をしていた時であるのでこのままコー

ス20．にて風早廻航後三崎に向け機走にて帰港する旨伝え別れました。その後7時30分頃元村港

突堤一海里程の海面に達した処、低気圧の通過による風向きが180。変り北西風が豪雨を伴い7～

8m/Sec吹き出し室したのでこのま玄コース10oにて乳ケ崎を廻航することが不可能と判断し三

崎行きを変更し、波が高く危険ではあると判ってはい蚕したが試みに元村突堤先端南側に接舷を試み
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リギン及びスパー類の整理をした上で簡単な応急帆を急造して波浮港に避難することに変更し玄した。

波は南より相当強〈防波堤によせてい交したがスターンアンカーと北西の強風に幸いされて接舷を無

事完了したのは8時20分でした。直ちにコミテイに連絡を採り応急処置を施す可く作業に取り掛り

ましたが波が高く又風向も定まらず再び南に振れることも考えられましたので永く留まることの危険

を感じロープ類と折損マスト下部の取り外しを終了し次矛機走にて波浮に廻航することとし8時50

分オーナー及びクルー一名は仕事の都合にて退艇し、四名にて元村港を離岸し注した。30分程機走

した処オリンパス号よりの無電連絡により巡視船〃げんかい〃が捜索と出ているのに発見され再び風

向が南東に変って進行方向より波砂と次いて来た為"げんかい"ｴｸ曳航する旨連絡あり好意を感
謝して受け波浮沖弛海里の地点まで曳航されましたoll時30分波浮入港接岸し直ちに作業を開始

スプレツダーより上方のマストを細工して仮マストを立てストームセールを張れる程度に処置し、天

候の回復を待ち明日4月30日早朝油壺へ向うこととしました。

4月30日5時波浮出航12．00油壺に帰港し在した。

〃オリンパス〃〃はやまる〃の両艇には誠に申し訳なくお詫び申上ます。叉海上保安庁〃げんかい〃

の皆さん元村港にて種々の指示を与えて下さった方均、又波浮の東京都無線局の方為に改めて御礼を

申上げます。

左おマスト折損以降の時間についてはハッチが閉左らなくなった為と不注意の為航跡図に記入した

時間が豪雨に濡れて、判読出来なくなった為推定時間ですので元村寄港の時間までは不正確な点があ

るかも知れ室せんので念の為申し添えて置きます。

昭和45年5月5日

〃だぼはぜⅡ〃

艇長土肥丈志
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赤い嘆憾甑≦ム
(君電室型世事故状況及遡鋤謹告書＞

43．5．1

O1ympueⅢ落合公平

当時（45．4．2905．00～06．00）の事故海面（大島千波崎S1.5M、龍王崎W2M、大島

岸より約300m)は前線通過下にあり、sW12～15mの風、波高5m、波長30mのうねりに

加え風圧に依る2～3KtのNW流の潮があり、視界は2Mで現場からは島影がタック毎に見えたり

見えなかったりの程度であった。又島よりの反射波と潮の関係で三角の悪浪になやまされパンチング

の連続である。05．40、だぼはぜⅡ世は当艇の前をゼノアフルセールにアピームの風を受け快調に

飛ばしSEに下った。約5分遅れo1ympuBもゼノア、0.1リーフで之れを追い、やや落し気味に

これを抜いたと思われる頃、クルーより「だぼはぜがジブ丈けにしました」との声がかかる。小生

は丁度キャビン内でチヤートワーク中のため何気なしにこれを聞き流した。数分後コクピツトに戻り

同艇の位置を見回すも判らず更に数分針路をNEに変えたとき05.50後方300mに漁船らしきも

のを見た。うねりの頂に立った時船体が青だと判り変だ〃と感じたと同時に同艇でたかれた救難信号

紅炎を認め直ちに反転、15m/sWのコーターリーで約2.3分で声の届く位置に近ずき「曳航する

か？」と訊ねると艇長自らマストリギン類を片付け乍ら「貴艇の無線で救難、曳航依頼を保安部に頼

む」とのこと「了解」同艇を一巡して針路をEに戻すと共に無線機をSWITOHINするも同位置

は丁度島影で三崎との通信不能位置、急ぎ島を離れ基地局との通信可能地点を目指す。約30分を経

て再び発信するも応答なし、これより先前夜来当艇の無線機は不調となり発信可能なるも受信不能と

なり片側通信の状況で基地局よりの応信を確める術なく、発信は5回、2分間隔で行ったものの届い

たか否か不安であった。（帰港後基地局に間合せたところ受信されなかったとのこと）、そこで波浮

港に緊急入港通報すべ〈針路を同港ロに向けたが、港口は折からのSWの風波に泡立ち機帆走でもあ

のせまい水路を危険なく入ることはむつかしいと断念して、エンヂンスタンバイをかけたが（実際は

始動しなかった）其のまま港ロを見送り再びN皿に向けた。岸寄り150m迄近付いたので相当き＄

を冷したが大島南岸を大廻りに東を指向する数艇を認め（明日香、SUNGO、SIRENA等）此

の内側を一気に強行突破した。救難は行会い漁船に頼む決心であったが、無線の有効性に対する疑念

が頭を悩した。この際明日香、SUNGOを抜き去り、s工RENAを指呼の問に迫ったがこのとき
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右前方E500mに巡視船「げんかい」を認め、これに近づく可く徐,均に他艇より外側上り気味に出

た然し巡視船も航行して居ることとて仲右近ずかず、この状態が一時間余り、07．25げんかい停船

したので大分近付き500m位に達し、サーチライトでsos(…一一一…）を発し、同時に手旗信

号で「マストセヅソンテイアリエイコウタノム」を発したところ、巡視船の方より当艇に15m迄近

づき来り、メガホンで艇名、セール番号を問合せ、反転して救難に向かって呉れた｡(08.00)こ

のときクルーがセールNuを間違え608を告げたため事故艇明日香と誤認され同艇に迷惑を掛けたこ

とをお詫びします。

以上ですが同救難のために要したOlympusmの時間的ロスは通算20分前後と考えます。

今回の救難活動が実際には遺憾乍ら無線器の故障でこれが役立たず、遇,"附近に巡視船がエスコー

トして居て呉れたことに依り処置されたもので当艇の処置は空振りに終ったことを申訳なく思います

がだぽはぜⅡ世力箏なきを得たことは幸でした。

一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

((c)"18回大島レース経過報告書》 雀ﾙ息,ra,-J,さ過苛ﾑ

レース帆走委員長津野守邦

以 上

5月24日（金）16．00小網代丸八旅館にコミツテイー本部を設置する。ただちにスター

トライン用のマークポートの手配にかかるが予定したエメラダ号がコーキング整備のため使用

できず、急きょ8フィートエルトロを手配した｡その他にテンダー一隻、12フィートのモー

ターボートを一隻海上本部として〃智美〃を用意した。

折から16．00の天気予報で2つの低気圧の発生を知り横浜気象台に電話をし、さらに詳し

く海上の模様を聞いたところ風波はそれ程大したことはない様で、レースを予定通り行う事に

する。

21．00出艇申告受付開始「かまくら」より電話でレース参加中止の旨連絡あるo22.00

出艇申告完了した艇は17隻であった。22．05「はやまる」「シレナ」出艇申告に来る、艇

長には口頭で注意して一応受付したが今後との様なことは絶対ない様にしてもらいたい｡(出

艇申告19隻）

25日コミツテーポート「智美」07．00油壺出港し、07．15スタートライン設置完了、

07．30レース参加艇がぞくぞく出て来る。
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07．50機走艇が左いことを確認し、スタートの秒よみに入る。

08．00スタート、北風ろ～4mの中を「潮風Ⅲ」「NADJAⅡ」に続いて全艇きれいなス

タートをきる。早くも「SAI｣MONⅡ」はスピンをあげるがどうも調子よくない様で、すぐ、

降ろした。

08．30「天城」がスピンをあげ南東に風が変ることを予想してか南へ下していった。他艇は

初島をねらってフリーのコースを朝もやの中にその雄姿を消していった。

08．40コミツテイーは一応丸八旅館に引きあげ横須賀海上保安部、NORO本部、その他に

19隻スタートした旨電話通報す。天気図に依ると低気圧が接近している為、か左り強風が予

想され夜半すき・にはファーストホームの姿が見えると予想されたので、26日午前0時よりオ

ールナイトのワツチを組むと同時に荒天が予想されたので、フニツシユラインを小網代湾口よ

り中に入れたo25日正后風波共に全くなくベタナギ状態にある嵐の前の静けさか？

13．57｢OLYMPUSⅢ」から無線連絡があり初島東3マイル南風0.5m波高0，視界悪

し、2マイル「NADJAIj「SUNGOj「AOI｣EIJEI」が視界にあり他は見えず。

14．15同じ〈「OI｣YMPUSⅢ」より連絡あり、14.00現在6隻初島を廻る。視界悪し

艇名不明ol5.07の15.00現在無風初島を廻つた艇は「OLYMPUSⅢ」「NADJA

Ⅱ」「AOIjEI｣EI」他2隻

16．08の16．00現在熱海湾にある艇7隻「SUNGO」「NADJAⅡ」「SAIJMON

I」の順o16.51の無線通報は16.00と同じ状態。

●

､

へ

乱

21．45海上保安部より初島灯台S60o咽マイルをレース艇14隻が通過の旨受報す。
へ

26日05．00雨が降り始める。艇影未だ見えず風は北東5.6mと思われ次矛に強くなると

思われるoO9.10｢OLYMPUSⅢ」より現在地大島横を帆走中、07.00全艇龍王崎を

通過最後尾艇「AOI｣皿IJEI」「O工』YMPUSⅢ」南風5m視界2マイル雨。

09．50｢OLYMPUSm」より大島通過、風早崎NE22マイル北上中、風NE10m、

波高1m、視界悪し、他艇全く見えず、本艇最後尾と思うと受報。

10.45｢BAI｣MONⅡ」よりろ～4時間の後フニツシユ予定、レース艇4～5隻見えるが

視界悪く艇名は不明と受報。

11．00雨あがる。風次矛に強くなるが末だファーストホーム艇見えず12．00城ケ島のWs
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Wより北上中のヨット2隻望見す-O

12．27フアストホーム艇「はやまる」フニツシユ、13．00との旨横須賀海上保安部に報告

す。

15．21現在13隻フニツシユ16.26｢OLYMPUSⅢ」より城ケ島南西4マイル、後方

に「AOI｣ELEⅡ」見える｡本艇はタイムリミットまで頑張るとの連絡受報す。

この頃より、風や堅落ち遅れた艇程おそくなったが最終艇「AOI｣EI｣mI」が18.18.57

フニツシユし、全艇無事にて本レースを終了した。

才三管区海上保安本部、横須賀、下田各海上保安部始め参加艇各位その他関係各位のご理解
一

とご支援にて本レース帆走委員会の任務を惹丘く果させました事を感謝申し上げます。

（43．5．30）

第18回大島レース会計報告書

レース帆走委員長津野守邦

収 入

隻
隻
名
名

４
１
６
４

２
６
１

参加申込料

〃遅延料

参加料（会員）

〃（一般）

48，000

2，000

66，000

42，000

合 計 158，000

人

支 出
一

レース運営本部経費（宿泊費、食費、交通費）

電話料（特設架設料含み）

矛1回艇長会議借室料

マークポート、通船借料

印刷費（帆走指示書、参加艇表）

消耗品代'(電池、用紙、ボールペン等）

雑 費

47，660

5，000

2，100

3，000

1，500

2，000

1，000

合 計

差引残

62，260

~古．
｢旬 95，740
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第18回大島レース成績表 （昭和43年5月25日～26日）

レース帆走委員長津野守邦NORO関東支部
？

順
到着時間(F･T)所要簿間(E・T)イ鉦時間(c｡T)

クラス

時分秒時分秒時分秒
26日12．27．3228。27．3221．22．211

12．43．0728．43。0721°39．132

13．06．3229。06．3322．10．525

13。39．3129．39．3125．09．487

14．05．0030･05｡0021｡14｡191

14．17．0830．17。0822．22．514

14．19．2230．19．2221．29．552

14．34．0730．34．0722．39．045

14｡45．2030。43。2021．48．463

14。59．2430．59．2423。25。428

15．16．5631．16°3625。04．556

15．1？。3731．19．3722．10．465

1 5 ． 2 1 。 0 2 3 1 o 2 1 ｡ 0 2 2 1 ｡ 5 8 ． 5 6 ' 4

16．16．23‘32．16．2322．57°246

16．29°4232．29．4223°04．178

16･30．4532．30．4322．45．507

16．56．4332．56．4323。37．189

17･57｡2933｡57｡2923。48｡1610

18．18．5734。18．5724．23．5411

｜_ﾋーﾙNO.クラス (龍王崎）恒肺時間

時分
26日04．55

〃04．22

〃04．50

〃04．45

〃04．45

〃05．50

〃05．40

〃04．56

〃04．50

〃05．20

〃05．15

〃05⑥55

〃05．10

〃05．15

〃05．50

〃05．10

〃05．05

〃06．58

"07･02

艇長|T･ooF 所要簿間(E・T)|(初島）回航時間 艇名 オーナー

時 分
25日15．301Ⅲ614

"14･50"615

〃16．37〃610

〃14．02Ⅱ558

〃18．25V179

〃19．25Ⅲろ67

〃 19．25Ⅳ581

〃16．55Ⅲ164

ケ18．20Ⅳ366

〃20．00Ⅲ199

〃18．50〃341

ケ16．45 Ⅳ3 40

〃19．40Ⅳ389

〃19．45Ⅳ346

〃16°50Ⅳ369

〃16．15V322

ケ19．35Ⅳ183

〃20．42Ⅳ315

〃 18．3 6Ⅳ 36 1

Ⅱ323

Ⅲ 3 8 8

Ⅳ370

〃319

〃 6 0 2

はやさる尾島裕太郎武市俊’751

天城渡辺修治渡辺修治754

飛車角Ⅱ名和幸夫周東英郷762

潮風Ⅲ竹下政彦竹下政彦781

S IRBNA大儀見薫村本信男706

Tエエ｣DEJJanesenJ｡Janssen759

八丈 近藤頑之近藤頼之709

さが みⅡ飯島元次飯島元次741
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第2回大島回航 レース成績表

昭和43．4．28～29
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(d)ﾚー ｽ委員会ﾚボー ﾄ1螺久引く

A最近、相模湾ポイント。レース、或はシリーズ。レース等の影響のため、レース艇の水準

が目に見えて向上し、各艇相互のつばぜり合いも厳しくなってきた。

それにともない、スタート、マーク廻航など、と畠三年前には考えられなかったよう左緊

迫した場面が毎月のように見られるようになり、同時に接触もしくは衝突の危険も多く承っ

てきたようである。

多くの場合、これは単に各艇間の競合意識が強まった為のみでなく、レース規則が充分理

解されていなかったり、航路権が無いのに自艇が権利艇にあると誤認していることが原因に

なっているo

重大な衝突事故を未然に防ぎ、且つレース中のフェアプレイを保障するため、レース委員

会では次の二つの事業を本年後半に行うことを決めた。

（ｲ）スタートラインが適切に引かれ、風上マークにレース艇が集中する等の現象が起き左い

Ｉ
＃

三 里

よう、小網代湾口の今雀でのスタートを湾外に移し、スタートラインの向きを風によって
．v
●‘~

或る程度調整し、巾も充分に取り、風があまり振れないで比較的安定している状況でスタ

一卜が行なえるようにする。このためスタートマークのブイを2ケ新調し、定置網の沖で

スタートできるようにするo

㈲二年程前に書いた「外洋ヨットの航法」が絶版になっているので、スタート、追越し、

マーク廻航等の場合の具体例を取上げながらルールの解説をしたものを追加して、増補改

定版を刊行すること、及び、それをテキストにして「安全とフェアプレーのための講習会」

を持つことにし、これにはできるだけ多くの参加者を確保することに是非会員各位の御協

力を願いたい。

B前から課題となっていた、帆走指示書の原形を作り、各レース共通の部分を成文化し、各

レースの帆走委員会はそのレースだけの特別事項（スタートライン、フイニツシユライン、

タイムリミット等）を加えれば良いようにする。

o京都支部からだされている、「JOGとクラスⅢ以上のレースは分離した方が良い」とい

う意見について先づレース委員会で或る程度、討議した上で広く会員の意見を求めるように

することを決定した。又、小型艇（クラスⅣとV)に対して現行のレース規則（安全規則）

－35－
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が不合理あるいは過度の要求を規定していないかどうか、来年の総会を目標に研究すること

にした。小型クルーザーのための世界共通の安全ルールの草案が工nternationaユ

ABsociationforSmaユユO迂BhoreRacingYachrsよりだされているので、でき

るだけこれに則つとる方向で考えようということになっている。

豈
隠
「

4回ホンコンーマニラ・レース報告書

MIsssUNBIRD山崎達光

頁 ニ ー ー
一

1．参加艇17

2．レース海面

ホンコン～マニラ

（ホンコン、ジヤングベイーマニラコレヒドール）

約600マイル

ろ．19684．／5 1 6 ： 0 0 ス タ ー ト

4．レース状況（別紙）

5．レース結果（別紙）

レース状況

4／5日、午前中よりホンコン、ヨツトクラプに集結した17艇のヨットは朝から食糧その他

の積込に大わらわ。我ミス・サンバードも氷その他を積込んで14：00ヨット･クラブを出

てスタート海面のジャンク。パイへ向う。廻航組の5人に加えオーナー他2名の総員8名◎

ホンコン水道は風速4～5mの順風。約1時間でレース海面のジャンク°ベイに着く｡すでに

スタート・ライン近くではレース艇が往来して、5日前に練習した時のジャンク･べイより狭

く見える｡スタート30分前ホンコン政庁の百フィート近いランチがスタート・ラインを決定

して錨を下す。スタートﾟライン近くは、このレースを観戦しようとモーターボート、ジャン

ク等が出て大変な賑い。我らも赤いリボンの麦わら帽子をかぶり彼らのカメラの餌食となり、

大いに愛嫡を振まく。スタート15分前上手よりスタートを狙う。上手に出て、下手にフリー

ウォーターを持つ。うまくいった。これだけフリーウォーターを持てばリコールしても直ぐ帰さ

る。思い切って全速で進む。我々 の上手よりマラノア(M｡Y｡c)がスタートを狙うo1分

前全速でスタートラインへ向う。いいスタートだ.ﾉ上手のマラノアはリコールした様子。友艇

－36－
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毎里

ミネルバⅢも20m程下手から、いいスタートを切った模様。その内遙か下手よりグリーン。

ベレイがぐんく．ん追上げてくる。間も無くトップ・に出る。

さすが60フィートの巨体、他艇とはスピードが違う。見る見る小さくなって行った。約1時

間、ホンコン水道入口のワンラン灯台に近づく。後方よりレベリー(RHKYC)が追上げて

来る。我友より艇速が有る様なのでジブを変えて見るがやはり越されてしまうo18時ワンラ

ンをかわす｡日はすでに没し、主さに黄昏時。レプリーの艇灯は近くに見える。風はE3～4

mO今夜中にレプリーを取らえるぞ./進路1400

22時前方にレプリーの舷灯。後方にヨットらしき光を見る。どんどん近づいて来る。帆影が

確認できる程になる。ラムセス。ロール(M・Y｡c)だ.ノレベリーミス・サンバート・

マラノマと一線に並ぶ。その内ラムセス・ロールがどんどん遅れる（この時のトラブルでDN

F)｡一夜中4～5mの風が続く。夜明を迎えるが未だレベリーを追越せず。なんとかレベリ

ーを捉え様とするが思う様にゆかないo12時前しべ1)一に近づく。しかし又真横になる。

6日の夜レベリーの舷灯を見左がら全力を上げる。風はろ～4mよく走る。しかし、レベリ

ーとの差は変らない。6日朝、明るくなるとレベリーがよく見える。この状態で1日終るo6

日16：00スタートより170マイル。夜に入って風が息を始める。しかし、レペリーとの

差は変らない。

7日の夜明を迎える｡レベリーが近くに見える。今度こそ.／全力を上げて追上げるo12時

前、レペリーをとらえる｡追越す。7日16：00スタートより337マイルo夜に入って又

レベリーに追いつかれてしまう。

8日の夜明を迎える。風をうまくつかんでレベリーを追う。昼前レベリーを追越してかなり離

す。うまくいった。午後に丘って風が弱くなり気温も上り34～35.CO室つたく暑い。これが

支那海のデツトゃ・カームか？空を見ても雲影は全く見えない。風力0，艇速0，塵を海面へ捨

ても塵は前に進んでし玄う。

8日16：00スターートより437マイル。前日より100マイル。8日の夜になっても風力

0o夜は暑さが気に茂らないのでらくだ。明けて9日やはり雲影は見えず。午後になって東の

空に雲が見える。おそらく雲の下はルソン島であろう。風は近いぞ‘／全員の意気が上る。し

かし暑さは強い。9日16：00498マイル。夕方になって風が来る。陸の方から風が有

－37－



る様なのでできるだけ早目に陸に近ずく事にする。前にも後にもヨットらしき灯は見えず。ず

つとルソン島に近ずいて1路南下する。

10日の朝、前方に1挺（ゴプリン）後方に1艇ヨットらしき影を見る。ゴールも近い。岸沿に

に全力を上げてゴプリンを追う。カポネス･アイラント・をかわしマニラ湾に向う。

10日16：00スタートより627マイル。前方のゴプリンなかなか近ずかないol1日

0に00ゴールのコレヒト・－ルの灯台が見えてくる。ゴプリンとタツキングマツチをしながら

ゴールに向う。しかし潮が強いのと、波が悪いためなかなかゴールできないo11日03:00

潮も弱くなったoO4:47:20ゴブリンに続いてコ罠ﾉﾚする。セールを下し、ビール会社からのビール

のプレゼントを受け、ゴブリンと健闘を称え左がらエンヂングでマニラに向う。

FOURTHOHINASEARAOE,sTARTING5thAprik1968
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6．「神州」盗難事件報告－

学習院大学ヨット部OB会河瀬直春

鐙摺フリート所属NOROoSAII｣Nq316「神州」は全日本学生ヨツト連盟の行事協

力のため、葉山港に回航繋留中5月ろ1日朝、艇が紛失していることを知り、直ちに警察署に盗

難届を提出し、関係者はもちろん、警察、海上保安庁が協力して「神州」の捜索に当ったが中と

発見出来なかった。

6月3日00：20に至り熱海沖約700mに投錨中の「神州」を捜索隊員が発見、警察官

と共に同艇におもむき02：30艇内に宿泊中の犯人（17オの少年）を逮捕しました。

幸いアンカーの外には艇内には損傷、紛失せるものなく無事オーナーの手に戻りましたので報

告しさす。

Ⅲ内海支部

↑､ﾐﾈﾙバー､歓迎会,砺洪孔《
1968年0H工NASBARACEに参加したミネルバーⅢ世艇長、貴伝名一良氏はじ

め乗組の皆様をお招きして、歓迎会を催したところ参加者55名、内海支部、始って以来会員が

集った。

歓迎会は定刻7時より高村常務理事の「乾杯」の一声でスタート、引き続き大儀見専務理事の

祝辞、ミネルバⅢ世湯浅良男君のレース報告、艇長貴伝名氏のユーモアーに満ちた体験談マニ

ラから帰国に乗船された松本千立氏のOH工NASEARAOEの記録映画を観賞、最後に

内海支部事務局津田郁太郎氏の謝礼の言葉、業務報告があり、歓迎会は盛会のうちに10時前閉

会した。東海支部より御参力鐵いた角田支部長、奥村さん、チタⅡ世オーナー丹羽氏、曾我氏、

両氏長途御参加戴き有難うどざい注した御協力感謝します。

（5月24日関西ヨヅトクラブにて）

樽谷博
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1968年内海支部レース要項

|｜ 月日’7月2↑日

'，レース名I紀伊水道
帆走委貝長谷川晴彦

．ス新和歌浦港一於亀瀬一田辺湾口

浬 数60数浬

スタート時10．00

iスター トラ イン新和歌浦港詳細は帆走指示書

フイニツシユ ラ イ ン ’ 田 辺 湾 口同上

レース報告書提出フイニシユ后直ちに白浜駐在員に提出

タイムリミット7月23日17．00

出艇料茎6，000－レース参加賞一艇一ケ

申告先門真市御堂町15府住18棟26号

06－9087（昼）06－992－8258（夜）

谷川晴彦

申込締切7月6日締切

期限後申込締切后7日以内に遅延料5，000－

を添え帆走委員長に申込む事以后の申込は受付ない。

8月17日仕）

洲本

樽谷博

西宮一洲本

30浬

8月17日23．00

西宮港口詳細は帆走指示書

洲本港同上

フイニツシユ后直ちに帆走委員長に提出

8月18日17．00

茎3，000－レース参加賞一艇一ケ

宝塚市野上二丁目1－14

樽村博0797－86－2221

Ｉ
や
ロ
Ｉ

8月3日締切左に同じ但茎2，000－を

遅延料とする。

艇長会議7月21日08．008月17日20．00

賞杯於新和歌浦濁坊波堤上於関西ヨツトクラプオーナーズルーム

フアストフイニツシユ賞フアストフイニイシユ賞

一位二位三位一位二位三位

棄権・事故・緊急田辺海上保安部07ろ9－2－2000神戸海上保安部07 8 － 3 3 － 6 7 4 2

事態発生時の下津海上保安署07349－2－0113関西ヨツトクラプ0798－26－0691

連絡先小松島海上保安部08855－2－1950樽谷博0797－86－2221

NORO事務局長津田郁太郎0734-22-1202

出艇資格日本外洋帆走協会内海支部安全規則に合格する艇NORO内海特殊親則に合格する艇を含む

備考安全装備点検7月21日07．00安全装備点検8月17日19．00

レイテイング旧来のNOCRレーテイング規レイテイング左に同じ

則による。

前夜祭7月20日18．30当日入港｜

の艇員で行う予定

＠1，000／1人

｜ﾚーｽ参加申込と同時に人数を通知願い費す。

’
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19 68年内海支部レース（2）

月日11月22日（金）69年1月5日

し《 一 ス名高松しもやけFroBtBitingRace

帆走委員 長 塚本修武内良夫

．ス的形港一高松須磨ヨツトハーハー－黒 崎港

浬数50浬1:9浬

スター卜時2 2 日 2 3．0015日06．00

スタートライン的形港外詳細は帆走指示書妙法寺川口詳細は帆走指示書

フ イニツシユライン高松港外〃黒崎港〃

レース報告書提出フイニツシユ后直ちに高松ヨットハーバー駐庄員に提出フイニツシユ后直ちに黒崎港駐在員に提出

タイムリミット23日15．005日14．00

出艇料蔓る,00 0 － 茎 2 ， 0 0 0 －

申込先神戸市東灘区御影町東明字乙女塚268神戸市長田区山下町3－10－15
塚本修078 －85－6364武内良夫078－6 2－0892

申込 締切11月8日12月22日

期限后申込1申込締切后7日以内に遅延料茎2，000を添え帆走左に同じ

’委員長に申込の事以后の申込は受付ない。

艇長会議22日20．504日20．00

於奥村造船所於須磨ヨットハーバー管理事務所

賞杯フアストフイニツシユ賞フアストフイニツシユ賞

一位二位三位一位二位

棄権、事故、緊姫 路海 上保 安署 0792－55－1016神戸海上保安部 0 7 8 － 3 3 － 6 7 4 2

急事態発生時の高松海上保安部08 7 8 － 2 1 － 7 0 1 1 下 津 海 上 保 安 部07349－2－0113

連 絡先奥村造船所0792-54-0560須磨ヨットハーペープj､林主査殿078－71－6987

高松ヨツトハ ー ハ ー 釦 5 8 0 武 内 良 夫 0 78－62－0892

出艇資格|NORO内海支部安 全 規 則 に 合 格 す る 艇 洲 本 レ ー ス に 準 ずる

備考安全装備点検22日20．00安全装備点検4日1 9．00

レ イ テ ン グ は 紀伊水道レースに準ずるレイテングは洲本レースに準ずる
一’
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a内海支部事務局連絡事項，4〃噸4．

◎本年度講習会担当部長は野本氏でしたが、同氏の都合により松本啓氏に変更します。近く新

部長より日、時、計画等発表される予定です。

◎昨年度レースに参加艇のF・ooTの変更があり、亦一部レース結果に計算違いがあり、御

迷惑をおかけし申訳ありません。

次の通り訂正願います。

紀伊水道レース

セール Nq 艇名 TOF修正時間

4 0ミネルバⅡ55h04.m5

73 ト ・ ン ト ・ ロ I ｡ 7 0035.05.3

高松レース

507ミネルバⅢ・7818h37m

70シルフイートﾞ。69811．26

505ステラマリス
11．32

ナオタン･ワイカレ、は未登録艇

。昨年度レースの表彰式、カップの製作が間に合はず、行をえませんでした。出来次矛、楽し

い会をおこない度<思います。表彰式担当部長は井上透氏です。

◎本年度より実施し玄した。担当音脹制、すでに二つの行事も、各担当部長の御協力により盛

会に終わりました。その御苦労に感謝します。

◎本年度レース計画は合田レース担当部長より発表されました。出場希望者は出来るだけ御協

力下さる様お願いします。

S45年5月末現在変更届

◎ 会員Na

O

18

22

33

56

氏名

津田郁太郎

稲川武志郎

重 本 弘 定

白戸健

前 田 豊 一

変更住所

神戸市’零区剰丁二丁目一番廿五号

香)1保奎郡豊“耀兵1245の1墨為666
岡山県壬野市和田五丁目三番19～102

神戸市錘区月見uﾘ8丁2丁目5－5（078）71－7075

－42－

変更勤務先

和歌山県工業試験場
TEI』岩井(07366)3271

三豊総合病院



|会員Nq

l‘，

57

58

59

60

74

76

85

氏名 ’変更住所
大橋哲也豊中市赤坂一丁目36

井上透需溌謡蕊喜町蟄言丁目
岩井英夫

野間誠三西宮市甲子園七番丁6の'ロ慨)206，
奥井彰豊中市千里西町A16棟508号

正富忠彦豊中市H賠礪町1丁目七番32号560

武谷俊雄次田市竹見台3丁目1f031～105号

勝昌義神戸市垂加X東垂Z岬丁事嵜丸762～255

Ⅳ東海支部

1．「しきなみ」乗艦実習の記 糾畑〈

変更勤務先

丸仮了踵区堀兵4丁目43
岩井錬誌会社

ノールウエ訓召総会

TEI｣(59)4841

岩井地鰊TBL(202)2261

坂井繁之

去る4月4日から6日室での3日間、我々NOROの有志16名は、自衛艦「しきなみ」と

「いそなみ」に乗艦して、本州南海面での海上自衛隊の演習に参加しました。民間人が直接演習

に参加するのはめずらしいことですが、それは東海支部角田氏をはじめNORC本部の方,々の積

極的な働きと、それにもまして(1)海上自衛隊矛1誇衛隊群の幹部の方だの御厚意に負うところが

多いと聞いてい室す。

ヨットと自衛艦では、目的。性能等異質な面も少なくないのですが、同じく海にあるもの、いろ

いろ貴重な体験をさせていただいたことを参加者一同喜んでいます。

以下拙い文章ですが私の乗艦記としをす。

(1)自衛艦隊の編成

一汁一護衛隊群一各護衛隊一各艦

・雨躍騰丁護…巽駕
－航空集団

－43－
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4月4日朝7時、国鉄横須賀駅。名古屋から夜行で来て顔も洗っていない。このところ睡眠不足

が車っていて、オブラートに包室れたよう左感じの頭には、勤めに急ぐ．人達の流れの外にあるよ

うで落着かない。寒い。差入れの弁当があるが、腹が空いているのかどうか自分にもはっきりせ

ず食べる気にもならない。いつもながらいやなはじまりだ。駅のペンチで時間を待つ。

8時、海上自衛隊横須賀基地oNOROの16名全員集合。受付をしているうち本部の麻里さん

が見送りのために東京からみえた。朝早くから御苦労さ室。

NORCのネームプレートを胸につけて自衛艦へ。「しきなみ」へは今回の行事の責任者角田さ

ん以下東海を主力に、関東、京都、西内海支部の12名、「いそなみ」へは井上さんの引率で京

都支部の4名がそれぞれ配属。井上さん愛用のキャプテンハットがイカしている。内火艇の騒が

しさが出航前のあわただしさを感じさせる。簡単な自已紹介と説明のあと艦内の案内。その間、

NORC側の引率者は内火挺で矛1讓衛隊群旗艦「たかつき」に向い、藪下司令に挨拶、矛8護

衛隊の井上司令にも挨拶を済ませる。乗員は金具類の手入れに余念がない。日頃、海上自衛隊と

聞くとネイビープルーの制服を想い浮べていたが、航海中は幹部がグレー、隊員は白の作業着

ある。我左には幹部用のを貸してもらえた。着ている時はさほど気にならなかったが、あとで写

真でみると結構サマになっていた。

与えられたバースは3段式ベット。5月上旬の小笠原視察団もここで寝起きしたとのこと。毛布

のたたみ方を教えられて整頓後甲板へあがる。我等はオールウエイズオンデツキ。

1100出港。ここ田浦の港は風もなく暖かい。満開の桜があちこちに浮ぶ。「たかつき」「い

そなみ」「しきなみ」の順にアンカーを揚げるとみるみるスピードがあがる。あれが米軍の空母

戦斗機、白いのがプエブロ号で有名になった観測船。どんどん追いぬいてゆく。当然のことなが

らヨットとの性能のちがいに改めて驚く。最高速度52ノットとのこと。昔の駆逐艦に桐当する。

高気圧につつ室れて快晴なれど視界やや良程度の花見日和。

出港後しばらくして演習に入るo1500から1450まで水上目標対潜訓練(1450はヒト

ヨンゴウマルと読む。ヒト、ブタ、サン、ヨン、ゴオ、ロク、ナナ、ヤア、キュー、マルという

ぐあい）他の自衛艦を潜水艦とみなしての演習。1530から1650まで対水上砲戦訓練、

1800から1950主で水測訓練及び照射訓練、2100から翌日0500(2)NIGHT

STEAM、その間、占位保持、発光信号、電波転換、運動盤解法、編隊運転等の訓練が続<o

－44－



大変であるo2時間・4時間の当直の間にこれだけの演習を消化すると睡眠は3時間程度になっ

てし左うという。ひどい時には12時間連続してブリッジに立つこともあると聞いて、とてもサ

ラリーマンの常識では割の合わないことだと感心する。

訓練の間をぬって我,々は天測実習。後部の甲板に陣取って六分儀をのぞく。練習沿「日本丸」の

乗船実習の時もそうだったが、本船はゆれが少ないので思ったより正確によめる。交互に数回角

度を測ってグラフに記入してみると各自の誤差の程度がはっきりする。なれれば誰にでも出来そ

うだ。睡眠不足と疲れが菫ってねむくてたまらない。バースヘ逃げこんで2時間ほど眠る。

(2)夜航海のこと。海事用語(sTEAM－蒸気）

目を覚玄すと夕食の時間が終りかけている。大急ぎで食堂へゆく。男ばかりの世界、しかも隊員

と同じのあつかいだからポヤポヤしているとメシにもありつけなくなる。食堂ではすべてセルフ

サービス。四角なお盆を区切ったような平らな食器をもって、一列に並んで順にカウンターでよ

そってもらう。御飯は好き左ように自分で盛れる。欲ぱって盛ったら食べきれなくなって残して

しまった。次からはもつと遠慮して盛ろう。隊員さん達の間で大急ぎでかけこんでいても食事は

楽しい。何を食べてもおいしい。人は誰でも満腹感にみたされると豊か左心になるのであろう。

食事のあとでは、謹衛艦生活も悪くないと想う。そして、次の食事を楽しみに、働く。

NIGHTSTEAMはいい。三日月がきれいといいたいところだが黄ばんで美しくない下弦の

月。つい2日前には細くするどい感じだったのにと驚く。いさりぷねが数十隻明か明かと灯をと

もして屋形船のように華やかだ。右舷に「てるづき」左舷に「いそなみ」、「たかつき」。横に

並んで伊豆諸島の南方沖を西進中。夜半に八丈島沖を通過予定。ブリッジにあがる。計器類が暗

い中で浮んでみえる｡ブリッジの中に7．8名、外にも左、右2．3名ずつ。艦長は黙ったまま

帽子を少しあみだにかぶって窓に肱をついて前方を鰊んでいる。c工oとの連絡をマイクでして

いる。外から報告が入る、当直士官が復調する。誰も余分なことを口にしない。暗い中で緊張感

があふれている。明日は雨になるとのこと、荒れそう。こういう船に乗った時は大時化になった

方がおもしろくていい……とすみつこでこっそり想う。2100で消灯。残念だけどひとまずバ

ースヘもどろう。艦の針路はほぼ西南西、明日早朝は潮岬沖。日記をつけて眠る。

4月5日、0555「総員起し5分罰」のマイクで目が覚めた。

本日の日課、0600総員起し、0605総員体操用意、0615甲板掃除、0630別れ、休

一45－
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め、顔洗え、食卓当番手を洗え、0654配食始め、0815分隊整列（日課手入れ始め）、

0855日課手入れ止め5分前、0900日課手入れ止め、休め、0910課業始め5分前、

0915課業始め、1015休め、1050元の課業につけ、1125課業止め5分前1150

課業止め、甲板掃除、食卓当番手を洗え、1145別れ、休め、配食始め、1250総員体操用

意、1445元の課業につけ、1555課業止め5分前、1600止め、甲板掃除、食卓当番手

を洗え、1615別れ、休め、配食始め、1930機関科点検、甲板掃除、1945巡検用意、

1955巡検5分前、2000巡検、2200消灯、自衛隊は時間にうるさい。艦内放送で全て

伝達されてその通り進行してゆく。食事左での間と思い甲板へあがる。早朝なのになま暖かい感

じ。海が黒い緑色に変っている。黒潮であろう。艦尾の白波が朝陽の中で一段と美しい。白波の

間に現れるライトプルー、これを見ただけでも来てよかったと思う。こんなに南へ下るのははじ

めて、うれしい。しまった。日の出を見るべきだった。明日は何とか目が覚めますように。

0700から1000まで航空隊との合同演習。「敵戦斗機発見、戦斗配置につけ」と全艦に放

送が入ると急に慌しくなる。全てのハッチが閉ざされてしまうので我々も急いであがる。甲板もブ

リッジも邪魔になりそう。忙しそうに走りまわる隊員さん達の中で「お客さん」ののんびりして

いるところはなさそうだ。それでもカメラを片手に図をし<ブリッジへあがって敵機を迎えた。

まず双発のう°ロペラ機、対潜哨戒機だろう。あれなら落せる。ゆっくりと現われて頭上を2．5

回かすめて飛び去った。航空隊では我々の護衛艦を潜水艦にみたてての演習なのだろう。次に

「いそなみ」攻撃、さらに最新鋭艦「たかつき」へ。何度も落されたプロペラ機が飛び去って、

しばらくしてジェット機がやってきたoOo工。Oからブリッジへ報告が入ってもどこにも見え

左い･しばらくして前方に点が現われると、あつという間に来てし玄う。ブリッジの上の卜・－ム

でとらえて、5インチ砲台へ連絡して攻撃をする仕組の全てにレーダーがものをいう現代の戦斗

であるが、素人はどうしても矛2次大戦的見方をしてしをうので、あのスピードではとても勝目

がないように思ってしまう。何度も直撃弾を受けて、写真を撮っているうちに終ってしまった。

見ているだけの我左はのんきなものだ。

1030から反転入列運動。一列縦隊から先頭の艦が反転して最後尾へ入る。これを交互にくり

返す。撮影距離内を通るからカメラのチャンス。「たかつき」「いそなみ」「てるづき」全部撮

った。

－46－



昨日につづいて天測実習。各自六分儀をのぞいたあと、司令室で計算方法を教えてもらう。ここ

は、角田提督の居室として与えられている。艦長並みの扱い、海兵出身の強みだ。ベッドでの喫

煙を禁じられているので、タバコのためにこの室へよく出入りしていた･皆いい位置を出してい

る。じっとして講議を受けているとねむくてたまらない。早く食事の時間になればいいのに。船

にいると単純になってし玄うのだろうか。睡眠と食事のことを考え､すぎる。それでも海をみてお

かないとおしい気がして何度も上へあがる。艦は室戸沖から足摺岬に向っているo1500から

洋上給油。給油艦「は主な」（いつの間にか来ていた）と平行に走って、洋上で燃料、真水、食

料などを補給してもらう訓練。両艦の距離は30mほど、並ぶと一層スピード感をおぼえる。今

日も空水協同訓練、反転入列運動、海空訓練、洋上給油（夜間も）、水測訓練そして夜は昨日と

同じ各種の訓練。忙しかった。我,々の世話をしていただいた応急長の北沢2尉が訓練の合間にみ

えて、いろいろ説明して下さった。航海中はいつもこの調子で訓練の連続とのこと。これも馴れ

てしまえば苦にならないと聞いて、そんなものかと感心する。それでも航海はいいと言う。好き

なんだと思う。海はいい。

夜、イカ漁の灯が明るい。甲板へ出ると月明りで海面が輝いている。寒くない。他の艦がキラキ

ラする中に黒く浮んでカツコイイ。昨日の予想に反して今日も天気が良かった。ナイトセーリン

グの静かな海がなつかしいo4月6日0500起床◎佐多岬の灯台がみえる。もうこんなに来て

しまった。右舷側にも陸がみえる。昨夜足摺の灯がみえたとのこと、起きていればよかった。

0700旗旅信号訓練。司令艦役を交代しながら命令したら応答したり揚げ降しに忙しい。なる

ほど船では旗が役に立つ。洋上給油、近接訓練のあと0945より陣形運動。横に並んだり縦に

なったり、大きく周つたり、パレートのよう。縦列の左ま転進するのもむつかしいと説明を聞く。

ブリッジへゆくと、艦長に叱られて皆が必死だ。前や後の艦の距離をいつも測って報告する。

「たかつき300」、「たかつき290」、「いそたみ転進はじめ」、「いそなみ転進」、「コ

ースに入る」。何でもないようにみえることが実は大変なんだと分る。戦時中、輸送船団が縦列

で航海していて、一夜空けたら後に船がなかったという話も聞いた。島,々の間をぬって呉へ向う。

寒くなってきた。漁船が多くなって気になる。昨日からブリッジの上の卜・－ムに入っていること

が多くなった。眺めがいいし寒くない。クタ諺．水道通峡。ここまでヨットで来たら最高だ、と話

しに花が咲く。3日間天候に恵まれて実にいい航海だった。とても短かかったように思える。次
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は沖繩へ行きたい、小笠原レースがいい、暖かいドームの中で話しはつきない。

江田島がみえてきた。予定より早く1500入港。自衛艦がいっぱい入っている。日本中の護衛

艦、駆潜艇、潜水艦が呉へ集結して、これから大合同演習がはじをる。そのための航海演習に参

加したわけである。乗組員全員制服に着がえて上陸を待つ。我々も記念撮影のあと解散。明日か

らをた勤めがはじまる。

高宮艦長をはじめ親切にして下さった「しきなみ」の隊員の皆さん、「いそなみ」の田尻艦長ぼ

かの皆さん、
,〆－レース總ヂ

ろあ

X(aj_伊勢湾レース成績

りがとうござい玄した。

_L

4月7日鬼崎～伊勢湾灯標(A・c)～白子(A･c)～鬼崎30浬のコースで行をわれ

入賞は次のとおりでした。

新鋭PETITPRINCEの今後の活躍を期待させる一戦でした。

1位NAVYBI』U皿Ⅱ常滑市長杯ファーストホーム杯

2位PETITPR工NOE

5位あかちやん

（可熊野レース成績

4月28日、29日鬼崎～浜島50浬のコースで行左われ入賞は次のとおりでした。

1位QUERIDA

1位mP工CUREAN

3位NA VYBLUEI

なお、Q'UERIDA、EPICUREANがともに1位になっているのはⅡPIOUR-

EANのレーテイングが正弍に決定していなかった＆め仮のレーテイングをもって計算したと

ころ修正後でわずか4秒の差をもってQUERIDAが1位となったがその後EPICUREAN

より計算に誤りありとの強い異議の申し立てがあり委員会にはかった結果今回に限りqUERIDA

mPICUREANを同着としたものです。なお、本件については今後二度とこのような醜態

のおこらぬよう、関係幹部委員は強く自戒謹慎の意を表しております。

うずしおは的矢湾口にて、サイドステーのトラブルのため棄権し在した。

3．鬼崎ヨットハーバー協議会創立5周年。鬼崎ヨットハーバー協議会が発足後5年目を迎えて5
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月12日鬼崎を中心として各種の催しがありました。

NORCは5周年記念レースへの参加あるいは常滑体育館における写真展記念パンフレットの

作成等に積極的に協力しました。

荒天下の5周年記念レースは、NAVYBLUEHの独走に終り、同艇が記念トロフィーを獲

得しました。

4東海支部連絡事項1鴨、謡

(a)NORO東海支部主催矛6回海技教室･

矛6回NORC海技教室が5月19日東海銀行主税町クラブに於て開催されたo

当日は午前10時より午后4時迄気象協会島川氏の〃天気図の作り方見方〃午后5時より午

后8時迄新進のヨットデザイナー武市俊氏のセールのチューニング及船型についての講話があ

りました。

NORC会員約15名一般10名計25名の参加者があり熱心に聴講し盛会裡に終了し玄し

たo

（可支部総務委員会

5月16日市内〃喜多八〃に於て総務委員が開かれました。

当日の議題は〃太平洋単独横断レースについて〃および〃熊野レースの処置〃でした。

(c)支部安全委員より

A)本年度安全検査を受け合格した艇は次のとおりです。

198華蕊225EPIOUREAN
'少－，

206うずしお227NAVYBIJUEI

2 1 4 AI｣BATROSS231タ レ ッ ト

218あからやん252PET I T P R I N C E

2221JUNAm

B)また次の艇は検査の申込がありをしたが未済叉は合格保留のものです。

2 12伊勢254よしこ

@）支部計測委員会より

A)現在をでに実艇計測を終えた艇でレーテイングの出た艇は次のとおりです。
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206うずしお217TURTLE

209HOM工NISDIGNITATIⅡ2221JuNAm

210QUERIDA225EPIOUREAN

212伊勢227NAVYB工｣UmI

2160H工TAI

B)書類不備のため計算の出ていない艇は次の通りです。（早く委員宛連絡して下さい）

214ALBATROSS2 32PETITPRINCE

218あかちやん

(e)6月中旬以降8月迄のスケジュールについて6月中旬以降8月迄の東海支部関係のスケジュ

ールは次のとおりです。

7月10日（水）鳥羽レース（鬼崎フリート）申込締切

14日（日）矛三回三河湾ポイントレース（三河湾フリート）10．00スタート

20日（土）鳥羽レース（鬼崎フリート）21日0．00スタート

26日（金）鳥羽パールレース

8月，0日（土）三河湾レース前夜祭（支部年度前半表彰弍例会）蒲郡ヨットハーバー18．00

11日（日）三河湾レース（三河湾フリート）10．00

Ⅱ

』P

一

V 京都 支部

↑・ﾚーｽ報告(沖ﾉ島ﾚーｽ)i偶画く

肥

一

スタート5月12日00：20（21浬）

修正時間’ 1得点
T届

所要時間到着時間’ I廊主艇名｜オーナー｜艇長 T・0．F

しぶき中谷修

ｼ豈メート岡島 収

中谷修'6607h56m7h56m

中沢晋715812 7 5 2

田村正男674 911851

松本輝男ID｡N ｡S

１
２
ろ

5h0m3.7B

53652

55753

３
２
０

１
１

ﾀ゙ﾑ．ﾀ゙ﾑ|田村正男
｜|ｵｸﾀビｧ|京都Yoc
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新入会員

会員番号Nq55特別会員

Nq52普通会員

Nq54普通会員

Nu55普通会員

Nq56普通会員

Nu57普通会員

新登録艇

会 員異動
守

京都 支 部

玉 舎 輝 彦

京都市上京区塔ノ段昆沙門町（251－4652）

原田学

京都市中京区河原町四条上ル（）

藤井浩

京都市中京区御所の内町44嶺尾方（821－4776）

勝目紘

京都市伏見区向島中ノ町800（601－3163）

田 原 武 雄

神戸市兵庫区会下山町3－24（52－0548）

田幡英雄

京都市左京区下鴨岸本町54吉岡方（791－4851）

Nu715青葉（ワカサ。フリート）狭山信敦

NQ716ジョーカー（ビワコ･フリート）玉舎輝彦

狭山氏は愛艇ハイ･ハイを手離され、青葉（ト・ルフイン型）で日本海で活躍されます。

ジョーカーは気の合った若い医師5人で持たれ、ビワゴ内だけでなく太平洋沿岸へも今

夏クルージングに出かける様子です。

建造中山添君はノアを手離し、現在鎌倉でF、R・P製ポートを建造中で6月中旬進水の予定

退会会員番号Nq35浜中靖司

Nu40八田嘉郎

N q 5 0 大 川 美 栄 子

休会Nq51 福村 誠一 郎

福村君は来る6月下旬豪州シト．ニイヘ向け出発、彼地でヨットの造船を勉強するそうです6
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Ⅵ 西内海支部

↑．↑968年奥村杯ﾚー ｽ報告f癌､､4

本年度奥村杯レースは4月14日（日）宮島包ケ浦スタート、大小弁天島安渡島灯台、絵の島

包ケ浦ゴール（時計廻り）約20Kmのコースでシルフイード、ユニテイー･パピヨン、マンマンデ

ーの4艇参加して行った。

8．30スタート地点集結晴風Nml～2m

9．00時報と同時にスタート

9．50デツト･カームとなり鋤fのため各艇約100m逆もどり

11．15風SE5m

11．30各艇次々スピンを揚げるマンマンデーはスピンを持たず、ユニテイーはコースを

真北にとり他艇を引き離す。

12．30ユニテイートップ500mおくれてシルフイート．。更に100mおくれてマンマン

デーパピヨンが続いた。

前半のベロンコで各艇パテ気味だったが、後半4～6mの風に恵まれて快走した。

14．00前後に各艇フイニツシユその結果は次の通り

Nq艇名TOFフイニツシユ先着順位所要時間修正時間

70シルフイート・0.71414:0025h:00m3h:54m

87ユニテイー0.69713:5514h:55m3h:25m

85パピヨン0.69714:1645h:16m5h:46m

805マンマンデー0．60014:0735h:07m5h:04m

優勝マンマンデー、2位ユニテイ5位シルフイード4位パピヨン

レース終了後直ちに賞品授与を行った。
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Ⅶ会 員 及 び 登 録艇

,会員及び登録艇の現状,協趣く

45．6．1現在

特別会員 普通会員 候補生 登録艇数TOTA工」
4

部
部
部
部
部
乃

支
支
支
支
支
Ａ

海
Ｔ

東
海
海
都
内
Ｏ

関
内
東
京
西
Ｔ

126

57

2 7

17

10

217

4 1 5

6 5

8 5

3 1

25

621

5 9 5

151

114

54

39

933

４
９
２
６
４
５

５
２
９

125

54

27

17

9

.へ

212

凸

卜

へ
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、ー〆

2会員の異動へ～恥,;魚く
(aj新入会員

関 東支部

住所(TEL) 勤務先(TEL) 所属艇氏名会員 Nq フリート

郎
晃
八
夫
男
１
部
》
喜
光
良
明
建
雄
保
彦
子
利
信
彦
登
治
美
夫
裕
功
二
雄
康
一
男
明
明
美
久
子
郎
悟

ｊ

づ
１
〃
良

雫
至
悠
継
滋
雫
駿
政
成
恒
紀
卓
昌
か
和
義
克
幸
和
保
雅
浩
英
公
誠
則
利
秀
初
生
比
恵
貴
敬

華
木
本
井
倉
繁
田
辺
城
本
田
藤
島
玉
下
森
川
貫
崎
永
氏
沢
井
柳
田
部
宗
癖
村
田
木

糯
崎
谷
田
浦

く

く
山
渋
松
三
延
Ｉ
鈴
山
林
石
小
森
松
渡
高
松
反
伊
川
児
森
宮
古
大
尾
松
島
北
松
高
浮
阿
佐
柏
重
斉
島

５
４
９
０
４
７
９
０
１
２
３
４
５
６
７
３
５
６
７
８
０
１
３
４
５
６
７
８
９
１
２
３
６
８
８
９

１
３
５
５
５
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
１
１
２
２

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

東詫岐涼区関口2-6-10
（941）2055

神須IU県鎌倉市岩瀬456ssK社宅A206

SB食品㈱(668)055↑油壷懸ol""

佐世保重型樹街課横浜蠅詑RD

学習研究社女学生ｺーｽ編集部油壺蹄錯工KANH
（373）

国立矛．丙院(411)0111"MiiADA

東京都世田谷区玉)I痔々 力1-15河西方

東京都杉遡Z高円寺南3－55－16
（311）8771

束京都杉並区西田町1－514（592）2741

ｌ
、
鼻
Ｉ

国堀雑(501）3105 " | A I O L A I

東京者i彩並区高円寺南1－16－21（311）0036 朝日生命保険㈱(342)3111小網代飛車角I

日本交通公社言踏部
（211)3211内3573〃天城

はやし（582）4078油壺sHARKX

東京者日駕市井ﾉ頭2－18－13

東詫蜷区赤坂2－14－1(585)4912(昼）
（583)4078(夜）

東京都目黒区目黒2－10－7青山荘 立渤鐸(在学)"TRUTH

国漂商科大学(在学）〃〃

佐島マリーナ㈱
（0468)56－0141～ろ佐島：ふじや玄丸

油壷EMERADA

l琴公社{2,21"8．，．
|〃“'↑)"”．〃
東京デザイナー義(在学）〃月光Ⅱ

|反田産業汽船掬商謡‘江の島雲仙
油壺ダポハゼⅡ

石 塚自 動車 〃チヤイカ

日本郵船需評蛎専祷江の島…"・
森~F材オリ苫諸磯N O A H － 刑

宮瀕萄錨(84ろ)2761葉山龍王丸

㈱東京金銀糸製f何ﾂT
〃〃

（474)3570

㈱ マ ル ザ ン 小 網 代飛車角Ⅱ

|東京者噺『躯若郷丁71（ろ51）9196

東京都世田谷区船橋町255（420）6311

東詫B目黒区下目黒5-26-7(714)4284

東詫M足立1ﾇ足立3－3－14

神奈川県横浜市戸錘平戸町910－2－6

東京都千代田区九段北4－3÷52

神奈jl麟黄浜市戸駆矢部矢部公団26-405
（045）881－4894

千葉県流山市向小金125

東京者虹東区東砂5－15－6

東京者雌田谷区下馬2－10調船フラット133号
（414）8250

神奈jII鳥横浜市金沢区プ捕る711
（045）701－5061

東京都台東区上野7－9－14（843)2761

東京都品川区大井5-16-16(771）5434

東京都江戸川区東｣､松JII2J382岸直方
（654）3908

神奈)II泉横浜市南|握日吉本町1725伊藤方

神須|臘黄須賀市錘さ町2－48
（0468）51－2416

東京都保谷市下保谷ひばりケ丘4－1－29
住友商事保谷寮

千葉県千請嗣認町1－11－6平安荘内

東京者膨並区癖1－7白山荘
（391）7980

東万猪聡区南青山4－10－7(401)5440

安置業氷華B痴箙果(0424）〃〃
（0424)83－1191

uﾄ吾跡債券引受部江の島潮
（668）1101

住友商事侭2課(294)4111油壺AOL皿』且Ⅱ

千葉大…部(在学）小網代｜くるしおⅡ

ﾉー 象ｱ醗鱗鞘霞‘油壷バｲｵﾆｱ，
ヨュ石油{堂業癩1数室小網代SAIJMONI

東京ﾄﾖべﾂ150↑)3856
配車課(045)551－1251’油壺|EMERADA
味の素6祷顛|縣

"NOA-NOA
jl崎24-1111

味の諦中研食呆研究部
（内線844)i〃〃

神奈jIIR)|崎市｣､田2-14-15(52)4076

神奈jII誌須賀市追i廟H丁1-74

〃〃（0468）61－5416

JUNE

BRIDE
東京都杉並区永福町21（521）7048

束京都世田谷区野沢1－29－2ろ（421)8374

神奈jll県横浜市金沢区富岡町1658(701)9642

葬者地田谷区東玉''1－2－5（720)8111

豊多摩高佼在学

女子美術短大(在学）

〃

〃 工 ｣ O T U S

横浜智美

〃〃



会負Nq 氏名 住所(Tmエ』） 勤務先(TEL) ﾌﾘｰﾄ｜所属艇
横浜|智美68－9ろO中川幸男東京渚駄息田因上千束2－14－11（720）1056

68－931館沢英市東京都目黒区原町2-20-14（715）6824法政大学（在学）

68－932青木省吾神奈川県茅ケ崎市柳島656（82)－1786専修大学（在学）

68－942斎藤宜丈諒都世田谷因上沢1－14－13（460)4157中央大学（在学）

（京都支部）

52原田学京者姉ヰ凉因可廓丁四条上ﾙ東入（221）0674築地館（211)7718

53◎玉舎輝彦京者肺上京区塔ﾉ段昆沙FMT(251)4652京者開立医科次学附属丙院

54藤井浩京者肺中京区樹所の内町44嶺毛方(821)47661〃〃

55勝目紘京都市伏見区向島中の町800（601）3163〃〃

56田原武雄神戸市兵庫区念下 岬 丁 3 － 2 4 （ 5 2 ) 0 5 4 8 〃 〃

57田幡英雄京都市左京区下¥誰本町54吉岡方(791)4851〃〃

（西内海支部）

’37竹内 邦博広島県安圭語 間麹丁792広島市立工業高校

38長坂 誠 虐 広 島 県 悔 白 君 随 日市町藤垂園アパート広島工大附属高校

ろ9山本邦男広島市旭町136－26山本電気保安事務所

4 0 橋本洵広島而苗尾町4－14中国放送㈱

41 西村昭広島尉 靜 丁 1 広 島 市 役 所

（東海支部）

106△富久正守山区｣幡矛4NHK寮名古屋学院在学）

107△渡辺貞人名古屋市東区芳野町1～20 名古屋謡高絞(在学）
（941）8902

108△亀山武司〃緑区鳴海町字薬師山47〃

岡谷鋼鋤識器音職材課
110梶田幸雄〃昭和X広路本町5－53（851)9683

（582）6211

トヨタパブリカ中京r崩皇田営調下
112小林克昌半田市住吉町8－33半田（0569）21-1780

（21）7155

115，大橋勝-i〃港町1－57(21)2011

’
〃 〃

〃 ケ

小網代|NADJAI

ピワコ|(716)JOKER
’

１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
帆
‐
‐
‐
‐
‐
一

〃 〃

ｌ
ｍ
ｍ
ｌ

〃〃

．’ 〃

〃 〃

ｼfルフイード

〃

慢々的

プルースカイ

鬼崎｜アルパトロス

〃 〃

〃 〃

〃｜ささかぜⅡ

口麺ﾛ県ガンセンター婦人科
（052)781毛111

東密寸㈱営業部営簔果
野間(200201）

114立花正興〃に細丁2－590569（21）6165

115木原衛知尭咲浜町河和河和6194

衣浦lEPIOUREAN

|東
｜
L一－－一

〃 〃



(句住所変更

住

ｊ
治
也
茂
助
平
之
〕
三
世
良
吾
久
一
助
男
昌
男
一
男
磐
男
男
昌

名
男
之
之

雲
邦
七
保
公
一
雫
鑑
》
』
套
三
勝
利
信
鴻
松
恒
瑞
周
文
敏
功

糯
田
井
田
合
川
識
藤
山
江
村
木
泉
本
井
山
谷
下
部
松
林
本
谷

氏
く

反
向
森
寺
落
金
く
斎
中
永
田
鈴
小
山
繩
青
吉
藤
服
国
小
根
小

皿
部
９
４
７
６
４
１
２
６
０
０
１
２
６
４
４
４
１
５
０
０
１
８

員
霊
”
弱
沁
“
幅
弘
弱
加
躯
即
、
私
“
皿
“
牝
岬
砧
牝
引
妬
町

会
関
５
５
６
３
４
５
５
１
５
７
６
２
６
７
６
４
４
６
４
７
４
１

所

東京都世田谷区代田4－27－5

神奈川県横浜市神奈川区六角橋町4－17－54

東京都大田区中央5－2－16青葉マンション

神奈川県茅ケ崎市甘沼ろ17

東京都調布市東つつじ丘3－9－1

神奈川県大和市福田5497

丁

餌竪

静岡県静岡市追手町7－2朝日新聞社静岡支局

東京都品川区東大井4－10－4住友銀行啓明寮

神奈川県茅ケ崎市鶴ケ台16－2－502

東京都荒川区西尾久町2－1－5

神奈川県逗子市沼問2－23－24

愛知県名古屋市緑区鳴子団地27－202

愛知県海部郡彌富町大和田魚利浦字東前新田34

東京都小平市小川東町2800-1BSアパートA6-207

東京者嵯島区南池袋5－21－11白樺在内

静岡県清水市三保羽衣脇1554－1川口方

東京都西多摩郡秋多町野辺字下原805～10

東京都港区赤坂4－2－25

神奈川県鎌倉市長谷46

千葉県千葉市新宿町2－6川正ビル5階

神奈川県横浜市磯子区磯子1-2-10影くプコツク日麺黄i江場jミイラー設計課

神奈川県川崎市三田ろ－2－2－304

1

P

一

i
－56－



会員Nui氏名

68－879横田正

7 854田中克

68－鯛8横山広

住 所

東京都台東区浅草橋2－29

静岡県沼津市大岡2150－1仙岳矛5アパート409号

東京都新宿区上落合2－630

横田正之

田中克敏

横山広章

（候補生）

永田耕太郎

大鳥富士雄

（内海支部）

野間誠三

奥井彰

稲川武志郎

浅野豊 子

松本哲

◎ 神 村正弘

勝昌 義

◎前田豊 一

◎井出 昂

●

東京都品川区豊町6－18－5板橋方

東京都港区飯倉片町6

7875

6 733

1

ニー

西宮市甲子園7－6一10

豊中市千里西町A16棟508号

神戸市須磨区東町2－1－25

次田市山手町1－22－19

西宮市甲子園九番町15－5－525

神戸市垂水区大町2－1－18

神戸市垂水区東垂水町字高丸762－255

神戸市須磨区月見山町2－3－5

大阪府豊中市東豊中町3－87

９
０
８
２
７
３
５
６

５
６
１
３
７
８
３

31
Ｉ

(）

旧）会員間の異動 Q

へ

F
部名 会員番号 氏 名 所 属艇

（特別会員より普通会員へ）

三輪勝 久

EDWINoC.ENSLEY

名 当 英臣

ROBBRTI｣・COOPER

李 彩銘

津田郁太 郎 I

関東

〃

7849

6728

2 3 3 9

6606

6631

0

神 州

SEAWITOH

はやとり

TONGA

乗

暖流Ⅱ

〃

〃

〃

内海

－57－



’ ｜所属艇名

’

支部名 会員番号’氏

｜内 海 1 2 5 野本謙作

西 内 海 5 0 宮西勝秋

（普通会員より特別会員へ）

関東107河瀬直春

〃 3571草間信二

〃 6632PH工工』工PAoDRIPS

〃2268津野守邦

〃6654青山恒昌

内海42蔭山陽三

西 内海8水岡 信 彦

〃31菅美昭

（候補生より普通会員へ）

関東6634飯島 要 治

｜内海56森 下 義 之

〃66伊藤喜博

〃 69今 井勉

西内海’’9頼田昭

春 一 番

アントﾞロメタ．Ⅱ
Ｐ
甦
一
且

神州

はやとり

TONGA

智美

乗

スターダスト

ざ

へ

●

フルースカイ

きがみⅡ

Ｉ
’

’
’
1

シルフイートﾞP

一

C)会員名簿記載洩れ

勤務先(TEL)フリート住所(TEI』）氏名 所属艇会員Na

普通会員

6756神保利夫

7792石川烈

特別会員

66981DMx

Ｅ

Ｆ
Ｈ
Ｄ

Ｙ
Ａ
Ｎ
工

Ａ
皿
Ｕ
Ｒ

Ｂ
Ｌ
Ｊ
Ｂ

神奈川県中君に宮町二宮1030．宮(7)1797エスピー負昴㈱（668）0551

東京医科歯科大学大薪(右学）
東京都世田谷区祖自而谷2-599(482)7017

（813)6111内288

一
軍
一
亜

油
油

'(587）
gRMOO

－SAN

神奈川県横浜市中区山手町20
（045)68－5516

モンサント｡ジャパン。リミテイトﾞ

（212）8781
葉山

－58－
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Ⅷ新 登 録 艇 の 紹介

|フルート

横浜

'小網代｜

油壺

江の島

横浜

油壺

〃

鬼崎

〃

〃

セール

Nu
IJOA×LWL×B×．支部 艇 名 RIG クラス オーナー

東
〃

関 6061智美

615くるし お Ⅱ

621TAIYO

6 2 2雲仙

625BAMFORD

624DATOHIKANI

625AI01JAH

233しやち

234よ しこ

236BIRUSHANA

715青葉

716iジョ ーカ ー

sm10900×7,500×3,120×1,790津野守邦

sm10.200×7,400×2850×1,770中島伸之

SW7,490×5900×2,440×1,400･飯田勘一

sⅢ53’0〃×24'2〃×9’8〃×5ノ6'1反田邦治

585×5.20×2DO×1．12S V渋谷晃

SV6300×5,480×2p20×1,500松田悠八

Sm26ノ×20'×7'6〃×4'9";延滋男

，柴田俊彦S

S 成田郡司

S 山田雅和

’狭山信敦

｜玉舎輝彦

全

や

〃

〃

〃

〃

へ

６

〃
率
ク
ク
莞
〃

ワカサ
ダ

ビヮコ’

編集後記

との3ケ月はレース・シーズンであるばかりでなく太平洋シングルハンド横断レース案の決定、油

壺ヨット繋留制限問題、パスファインダー号の遭難〃神州〃盗難事件と当協会の内外ともまことに

騒然たるものがあり玄した。

楽しみにしておりをした西伊豆三津浜ランデブーは無期延期になってしまいましたが、来る8月5

日、4日にはNORC夏祭りが華々しく開催され、盛り沢山の催しが計画されつつありますo

NOROも前身である0．0．J・発足以来丁度20周年になり空すので、お祝いも兼ねて集まって

大いに楽しもうではありませんか。

さてニュース原稿の締切日玄での出が悪るく、発行も遅れがちになりますので、締切日の厳守につ

きまして重ねてご協力のほどお願いします。

なお会員の異動、登録艇の現状もそれ玄でに是非ともお知らせ下さい。

次の締切日は 9 月 1 5 日 で す。よろしくo(高村記）

H1

今

へ

－59－

。


